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保育証書を授与されたあと、お母さんに「ありがとう」と
伝えながら証書を渡す園児。子どもたちの成長に感動
と笑顔いっぱいの式でした。
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平成28年度予算
平成28年度の美咲町予算が、平成28年３月定例議会で承認されました。今年度の予算を紹介していきます。

　予算は、一般会計と特別会計で組み立てられてい
ます。
　一般会計（注１）１０６億３，５６４万円、特別
会計（注２）７６億６，１０４万円を合わせた予算
総額は１８２億９，６６８万円です。昨年の総額よ
り６億５，６８９万円の増額となっています。
　財政状況は経常収支比率（注３）が８２．６％、
実質公債費比率が１３．６％となっていて、起債の
残高、公債費（注４）につきましても前年度より減
少しているものの、依然として厳しい財政状況です。
（比率数値は平成２６年度決算によるもの）

≪平成28年度　会計別の予算≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

会計名 平成28年度当初
予算額

平成27年度当初
予算額

比較
（28年度‐27年度） 前年度比較

一般会計 1,063,564 1,048,466 15,098 1.44

特別会計 766,104 715,513 50,591 7.07

合計 1,829,668 1,763,979 65,689 3.72

一般会計とは
福祉や教育、建設など一般的な事業に使われる予算です。
昨年度の当初予算に比べ、１億５，０９８万円の増額となっています。

特別会計とは
それぞれの目的に応じ、一般会計とは別に独立して運営するものです。
国民健康保険事業特別会計や簡易水道事業特別会計などがこの予算にあたります。

今年度の主な事業
　ハード事業では地域の暮らしを守る総合的な老朽化対策と、事前防災・減災対策の防
災・安全交付金事業に加えて、地域交通の利便性向上を目的とした過疎対策事業が実施
されます。また、中山間地域の実情を踏まえ、地域の立地条件に沿った農業生産基盤の
整備と併せて農村生活環境基盤等の整備を総合的に行う中山間地域総合整備事業が引き
続き実施されます。
　ソフト事業では新たに出産等に対する祝金を創設し、定住促進を図ります。また、町
独自の政策として『子育て支援プラン』に引き続き取り組みます。元気な子どもの声が
たくさん聞こえる美咲町の実現に向け、子どもを生み育てやすい地域づくりをめざしま
す。
　そのほか、経済成長による賃金引上げの恩恵が及びにくい高齢者の経済的負担の軽減
を目的として、町独自の高齢者黄福給付金事業を実施します。

●一般会計（注1） まちが行う基本的施策をまかなう予算
●特別会計（注2） 一般会計と区別し、特定の事業を行う予算
●経常収支比率（注3） 毎年決まって収入として得られる経常的な一般財源総額（町税や地方交付税など）のうち、必

ず支出しなければならない経費（人件費や扶助費など）の占める割合 
●公債費（注4） 主に、町債（まちの借金）返済金のこと

難しい用語
の説明

町民一人あたりの一般会計予算

総額 702,161円
平成28年２月29日現在　15,147人で算出

一般会計と特別会計で

182億9,668万円

平成28年度
美咲町当初予算
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※△はマイナスの意味（単位：万円）

（特別会計内訳） 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額

比較
（28年度-27年度）

前年度比較
（％）

みさきネット事業特別会計 29,741 18,427 11,314 61.40

住宅新築資金等貸付事業特別会計 575 635 △ 60 △ 9.45

津山・柵原線共同バス運行事業特別会計 1,550 1,500 50 3.33

津山・西川線共同バス運行事業特別会計 1,750 1,650 100 6.06

旭川ダム沿線バス運行事業特別会計 1,700 1,850 △ 150 △ 8.11

国民健康保険事業特別会計 225,033 225,586 △ 553 △ 0.25

介護保険事業特別会計 254,343 254,954 △ 611 △ 0.24

介護サービス事業特別会計 1,918 1,349 569 42.18

久米郡介護認定審査事業特別会計 853 921 △ 68 △ 7.38

国民健康保険診療所事業特別会計 615 686 △ 71 △ 10.35

久米郡障害支援区分認定審査事業特別会計 139 140 △ 1 △ 0.71

後期高齢者医療特別会計 23,830 21,046 2,784 13.23

柵原飯岡簡易水道事業特別会計 1,710 1,967 △ 257 △ 13.07

柵原北部簡易水道事業特別会計 46,737 22,868 23,869 104.38

柵原中央簡易水道事業特別会計 5,590 5,788 △ 198 △ 3.42

統合簡易水道事業特別会計 18,850 21,458 △ 2,608 △ 12.15

中央簡易水道事業特別会計 46,203 43,480 2,723 6.26

中央北部簡易水道事業特別会計 1,895 1,895 0 0.00

中央打穴・大垪和簡易水道事業特別会計 7,166 7,366 △ 200 △ 2.72

下水道事業特別会計 15,342 15,814 △ 472 △ 2.98

柵原公共下水道事業特別会計 46,778 31,936 14,842 46.47

中央公共下水道事業特別会計 28,722 30,800 △ 2,078 △ 6.75

用地取得造成事業特別会計 5,041 3,374 1,667 49.41

倭文西財産区特別会計 23 23 0 0.00

特別会計
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●議会費 1億0,575万円
○議会運営のための経費です。

●総務費 11億1,083万円
○本庁舎、各総合支所管理費 ･･････････････ 7,962万円
○バス運行事業特別会計負担金（２会計） ･･･ 1,310万円
○協働のまちづくり事業交付金 ･･･････････ 2,297万円
○定住促進住宅新築等補助金 ･･･････････････850万円
○町営分譲住宅団地購入補助金 ･････････････700万円
○少子化対策補助金 ･･･････････････････････862万円
○町有バス運行対策事業 ･････････････････ 4,182万円
○みさきネット事業特別会計繰出金 ･･･････ 8,319万円
○交通安全・防犯対策費 ･･･････････････････956万円
などの経費です。

●民生費 29億3,690万円
○高齢者黄福給付金事業 ･････････････････ 6,444万円
○権利擁護センター事業費 ･････････････････839万円
○若者定住促進事業 ･･･････････････････････566万円
○国民健康保険特別会計繰出金 ･･････････ 18,732万円
○介護保険特別会計繰出金 ･･････････････ 36,226万円
○後期高齢者特別会計繰出金 ･････････････ 8,762万円
○後期高齢者医療事業費 ････････････････ 27,023万円
○老人福祉費 ･･････････････････････････ 11,901万円
○障害者福祉費 ･････････････････････････ 8,026万円
○自立支援給付費 ･･････････････････････ 29,269万円
○育児支援手当 ･････････････････････････ 2,767万円
○児童手当 ････････････････････････････ 21,870万円
○保育園管理費（４施設） ････････････････ 49,856万円
○児童館施設費 ･････････････････････････ 2,604万円
○ひとり親家庭福祉費 ･･･････････････････ 5,370万円
○生活保護費 ･･････････････････････････ 20,924万円
などの経費です。

●衛生費 10億1,469万円
○簡易水道事業特別会計繰出金（７会計） ･･ 24,979万円
○広域水道企業団出資、負担金 ･･････････････733万円
○乳幼児及び児童生徒医療費 ･････････････ 6,372万円
○妊婦乳児健康診査費 ･････････････････････974万円
○予防接種事業費 ･･･････････････････････ 3,924万円
○じん芥処理費（ごみ） ･･････････････････ 14,339万円
○し尿処理費 ･･･････････････････････････ 5,905万円
○合併処理浄化槽設置補助金 ･････････････ 2,312万円
○津山圏域資源循環施設組合負担金 ･･･････ 6,169万円
○健康増進事業費 ･･･････････････････････ 2,831万円
などの経費です。

●その他 1億3,497万円
○労働費 ･･･････････････････････････････ 1,700万円
○商工費 ･･･････････････････････････････ 6,587万円
○予備費 ･･･････････････････････････････ 5,210万円

●農林水産業費 9億1,964万円
○中山間地域等直接支払事業 ････････････ 16,095万円
○農作物鳥獣害防止対策事業補助金 ･･･････ 6,329万円
○６次産業化導入事業 ･････････････････････136万円
○米粉消費拡大推進事業 ･･･････････････････335万円
○町農業公社補助金 ･･･････････････････････961万円
○津山地区農業共済事務組合負担金 ･･･････ 2,458万円
○下水道事業特別会計繰出金 ････････････ 12,793万円
○環境保全型農業直接支払交付金 ･･･････････184万円
○多面的機能支払交付金事業 ･････････････ 8,858万円
○新築木造住宅普及促進事業 ･･･････････････300万円
○森林整備地域活動支援交付金 ･････････････621万円
○単県小規模林道開設事業 ･･･････････････ 2,701万円
などの経費です。

●土木費 12億6,376万円
○町道新設改良舗装事業 ････････････････ 27,011万円
○町道維持補修事業 ･････････････････････ 4,533万円
○県事業負担金 ･････････････････････････ 7,500万円
○社会資本整備総合交付金事業 ･･････････ 30,512万円
○公共下水道事業特別会計繰出金（２会計） 34,267万円
○町営・町有住宅管理費 ･････････････････ 1,425万円
などの経費です。

●消防費 3億4,032万円
○津山圏域消防組合負担金 ･･････････････ 21,117万円
○消防施設管理費 ･･･････････････････････ 5,625万円
○防災対策費 ･･･････････････････････････ 1,188万円
などの経費です。

●教育費 8億6,594万円
○国際交流ホームステイ事業 ･･･････････････713万円
○福田彰・福田玲子学校図書整備基金事業 ･･･300万円
○富田泰司教育福祉振興基金事業 ･･･････････500万円
○小・中学校管理費 ････････････････････ 27,216万円
○外国青年招致事業 ･････････････････････ 1,348万円
○公民館管理運営費（３施設） ･････････････ 6,040万円
○図書館管理運営費（３施設） ･････････････ 4,564万円
○総合型地域スポーツクラブ補助金 ･････････277万円
○体育施設管理運営費 ･･･････････････････ 5,660万円
○共同調理場管理運営費 ･････････････････ 4,666万円
○スクールバス管理運営費 ･･････････････ 10,790万円
などの経費です。

●災害復旧費 5,825万円
○農地災害復旧事業費 ･･･････････････････ 1,083万円
○農業用施設災害復旧事業費 ･････････････ 2,586万円
○公共土木施設災害復旧事業費 ･･･････････ 2,156万円
などの経費です。

●公債費 18億8,459万円
○町が過去に行った事業の借金を返済する経費です。

歳出詳細
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一般会計

一般会計の歳入歳出予算について・・・
　一般会計の歳入予算は、自主財源と依存
財源とに分かれています。
　自主財源（注５）は町が自主的に収入し
ている財源で、２４億５，０７９万円です。
これは町税、繰入金、諸収入などが含まれ
ます。一般会計予算総額のうち、２３．０４
％にあたります。
　依存財源（注６）は８１億８，４８５万円
で、地方交付税（注７）や町債（注８）、国・
県支出金（注９）といった自主財源以外の
収入です。一般会計予算のうち、７６．９６
％をしめ、美咲町は自主財源以外のお金に
頼っていることがうかがえます。

一般会計
歳入総額
106億
3,564万円

その他② 5,531万円・0.52%
【依存財源のその他の内訳】
　・自動車取得税交付金 ･････ 2,850万円
　・ゴルフ場利用税交付金 ･････ 475万円
　・地方特例交付金 ･･･････････ 453万円
　・利子割交付金 ･････････････ 282万円
　・交通安全対策特別交付金 ･･･ 234万円
　・配当割交付金 ･････････････ 995万円
　・株式等譲渡所得割交付金 ･･･ 242万円

その他①　9,564万円・0.89%
【自主財源のその他の内訳】
　・繰越金 ･････ 5,000万円
　・財産収入 ･･･ 2,554万円
　・寄付金 ･････ 2,010万円

地方消費税交付金
22,647万円・2.13%

地方譲与税
15,550万円・1.46%

国庫支出金
90,780万円
8.54%

国庫支出金
90,780万円
8.54%

県支出金
69,857万円
6.57%

県支出金
69,857万円
6.57%

町債
86,120万円
8.10%

町債
86,120万円
8.10%

地方交付税
528,000万円・49.64%
地方交付税
528,000万円・49.64%

使用料及び手数料　11,667万円・1.10%

諸収入　11,059万円・1.04%

分担金及び負担金　7,789万円・0.73%
繰入金
80,600万円
7.58%

繰入金
80,600万円
7.58%

町税
124,400万円
11.70%

町税
124,400万円
11.70%

自主財源合
計

依
存
財
源
合

計（76.96%）

（23.04%）

一般会計
歳出総額
106億
3,564万円

その他　13,497万円・1.28%
【その他の内訳】
　・商工費 ･･･ 6,587万円
　・予備費 ･･･ 5,210万円
　・労働費 ･･･ 1,700万円

公債費
188,459万円
17.72%

公債費
188,459万円
17.72%

災害復旧費
5,825万円
0.55%

教育費
86,594万円
8.14%

教育費
86,594万円
8.14%

消防費
34,032万円
3.20%

土木費
126,376万円
11.88%

土木費
126,376万円
11.88%

農林水産業費
91,964万円
8.65%

農林水産業費
91,964万円
8.65%

衛生費
101,469万円
9.54%

衛生費
101,469万円
9.54%

民生費
293,690万円
27.61%

民生費
293,690万円
27.61%

総務費
111,083万円
10.44%

総務費
111,083万円
10.44%

議会費
10,575万円・0.99%

●自主財源（注5） まちが自主的に収入できる財源のことで、主なものは、町税・分担金・負担金・使用料・手数料など
●依存財源（注6） 自主財源以外の収入金のことで、主なものは、地方交付税・国や県の支出金・町債など
●地方交付税（注7）国税のうち、所得税・法人税・酒税・消費税・地方法人税のそれぞれ一定割合を一定基準により交

付される収入金のこと
●町債（注8） まちの借金のこと
●国庫支出金（県支出金）（注9）　まちが行う事業に対し、国（県）から入ってくる補助金

難しい用語
の説明
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■支給対象者

　昨年度の平成27年度臨時福祉給付金（１人につき6,000円）の支給対象者の要件に該当した方のうち、平成29年３
月31日までに65歳以上になる方
※ただし、生活保護の受給者である方などは対象となりません。
■支給額

　１人につき　　30,000円（１回限り）
■申請方法

　申請書を給付の対象となる可能性がある方へ郵送します。
　（４月上旬）
　それを申請窓口へ持参、または郵送
　（添付書類コピーの同封が必要）
≪申請窓口≫

　福祉事務所・各支所住民福祉課
■申請期間　　平成28年４月11日（月）～７月11日（月）
■提出書類

①申請書

②指定した口座が確認できる書類（昨年度と異なる口座を指定される場合）

　金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳やキャッシュカードの写し
③本人確認書類（代理申請・受給、外国人の場合などのみ必要）

　住民基本台帳カード、運転免許証、旅券、保険証、年金手帳などの写し
■給付金受取方法　　原則として、指定口座への振り込み
■注意事項

　原則として、次の場合は申請を受け付けられません。詳しくは申請書や同封の留意事項を
ご確認ください。
•申請期間外の申請
•平成27年１月１日時点で美咲町に住民票がない方の申請
　申請期間などは、市町村で異なります。美咲町以外が申請先となる場合は、事前にその市区町村に問い合わせるか、
ホームページなどでご確認ください。

賃金引き上げの恩恵が及びにくい高齢者の方を支援します（厚生労働省）

高齢者向け給付金のお知らせ
給付金

問福祉事務所　☎0868・66・1129（申請について）
　厚生労働省　☎0570・037・192（制度について）

給付金申請のご案内

（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

　“振り込め詐欺” や “個人情報の詐欺” にご注意ください。
　ご自宅や職場に市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷わず、お
住まいの市町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話【♯9110】）にご連絡ください。

詐欺にご注意！

私たちは３万円
もらえるの？

申請を忘れ
ないように

、

受給資格を
確認じゃ！

Q「平成27年度臨時福祉給付金の支給対象者」
とはどのような人ですか？

A 平成27年１月１日時点で美咲町に住所があ
り、平成27年度分の住民税が課税されてい

ない方です。（ただし、住民税において、課税者の
扶養親族等になっている方は除きます。）
昨年度に給付金（１人につき6,000円）を実際に申
請・受給したか否かは問いません。

Q「平成29年３月31日までに65歳以上になる
方」は、いつまでに生まれた人ですか？

A 昭和27年４月１日以前に生まれた方です。
（平成27年４月１日生まれの方も含みます。）
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健
康
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

検診

問
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
班　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
９
５

■
対
象
年
齢
が
40
歳
以
上
に

　

乳
が
ん
検
診
の
有
効
性
の
面
か
ら
、
対

象
年
齢
と
検
診
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
度
ま
で
受
診
対
象
の
30
歳
代
の

方
に
は
、
自
己
検
診
と
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
定
期
的
な
病
院
へ
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
に
関
す
る
こ
と
は
、
健
康
福

祉
課
健
康
づ
く
り
班
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
女
性
の
が
ん
検
診
日
程

【
期
間
】
７
月
１
日
〜
12
月
31
日

【
受
診
方
法
】
集
団
検
診
・
個
別
検
診

【
乳
が
ん
検
診
】

•

40
歳
〜
49
歳

　

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
２
方
向
）

•

50
歳
以
上

　

視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ（
１
方
向
）

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

•
20
歳
以
上

　

内
診
と
細
胞
診

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
標
準
農
繁
労
務
賃
金
の
協
定
に
つ
い
て

農業問
産
業
建
設
観
光
課
（
代
表
）

　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
８

　

美
咲
町
農
業
委
員
会
で
は
、
春
の
標
準

農
繁
労
務
賃
金
を
下
記
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
機
械
等
は
す
べ
て
持
ち
込
み
と
し
ま
す
。

※
金
額
は
あ
く
ま
で
標
準
の
金
額
で
す
の

で
、
双
方
で
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

内容 金額

一般労務
1時間当たり

1,000円
田前仕事
田植え補助

耕運作業
荒起し
代かき

10a当たり

17,000円
（荒起し9,000円）
（代かき8,000円）

田植え
10a当たり

7,000円
～7,500円

苗：委託者
持ち、運搬
含まない

産
業
課
と
建
設
課
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た

４
月
１
日
、「
産
業
建
設
観
光
課
」が
誕
生
し
ま
し
た

改革
　

産
業
課
と
建
設
課
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の

農
林
業
、
商
工
業
な
ど
の
産
業
や
観
光
を

も
っ
と
元
気
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
町
の

道
路
や
橋
や
農
業
施
設
な
ど
の
維
持
・
改

良
・
創
設
を
し
、
皆
さ
ん
が
安
全
に
幸
せ

に
暮
ら
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

主
に
ソ
フ
ト
事
業
担
当
の
産
業
課
と
主

と
し
て
ハ
ー
ド
事
業
を
担
当
し
て
い
る
建

設
課
を
一
つ
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各

業
務
を
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
人

員
配
置
が
柔
軟
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
応
援
体
制
が
こ
れ
ま
で
よ
り

充
実
し
、
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
や
山
林
な

ど
に
関
す
る
情
報
収
集
や
調
査
業
務
の
重

複
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な
業

務
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
現
場

主
義
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
、

さ
ら
に
組
織
を
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

担当業務も多くなり
ましたが、職員一同
がんばります !

問
産
業
建
設
観
光
課
（
代
表
）　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
８

▶
課
長　

矢
木
史
朗
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町のけいじばん

新
婚
さ
ん
で
町
の
認
定
す
る
賃
貸
住
宅
へ
新
規
入
居
さ
れ
る
方
へ

新
婚
向
け
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

補助金

問
住
民
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
４

■
対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

•
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳
未
満

•
婚
姻
か
ら
１
年
以
内
に
住
宅
へ
入
居

•
美
咲
町
を
生
活
の
本
拠
と
し
て
居
住
す

る
意
思
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
夫
婦

•
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
夫
婦

※
公
務
員
は
対
象
外

■
新
婚
向
け
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
額

　

月
額
上
限
額
１
万
円
（
※
町
有
や
な
は

ら
住
宅
は
、
月
額
上
限
額
５
千
円
）

３
年
間
（
交
付
は
年
２
回
）

■
申
請

《
窓
口
》
住
民
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

《
必
要
な
も
の
》

①
新
婚
向
け
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
金
交
付

申
請
書
（
様
式
第
１
号
）

②
住
民
票
謄
本
（
続
柄
の
載
っ
て
い
る
）

③
戸
籍
謄
本
又
は
婚
姻
届
受
理
証
明
書

④
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書

⑤
入
居
す
る
賃
貸
住
宅
の
平
面
図
（
間
取

り
図
）

⑥
入
居
す
る
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
書

の
写
し

⑦
住
宅
手
当
支
給
証
明
書（
様
式
第
２
号
）

⑧
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

※
３
年
経
過
以
前
に
認
定
住
宅
か
ら
転
居

（
出
）
等
し
た
場
合
、
補
助
金
は
異
動
日

前
日
ま
で
の
日
割
り
清
算
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
補
助
金
を

受
け
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
補
助
金

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

若
者
の
定
住
を
支
援
し
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
創
造
を
図
る
た
め
に

新
規
学
卒
者
の
方
へ
就
職
祝
金
を
支
給
し
ま
す

祝金

問
住
民
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
４

■
対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

•

40
歳
未
満
の
方

•
新
規
学
卒
後
（
中
学
校
以
上
）、
１
年

以
内
に
就
職
（
社
会
保
険
加
入
等
）

•
引
き
続
き
３
年
以
上
美
咲
町
に
居
住
す

る
意
思
が
あ
り
、
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

•
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
方

※
平
成
27
年
度
卒
業
者
（
平
成
28
年
３
月

卒
業
）
か
ら
該
当
と
な
り
ま
す
。

■
就
職
定
住
促
進
祝
金
額　
　

５
万
円

■
申
請

《
窓
口
》
住
民
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

《
必
要
な
も
の
》

①
就
職
定
住
促
進
祝
金
支
給
申
請
書
（
様

式
第
１
号
）

②
卒
業
証
書
の
写
し

③
就
職
先
社
会
保
険
証
の
写
し

④
定
住
の
意
思
が
確
認
で
き
る
書
類
（
様

式
第
２
号
）

⑤
自
営
業
、
個
人
事
業
主
に
雇
わ
れ
た
場

合
や
障
害
者
が
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事

業
所
に
就
職
し
た
場
合
は
、
社
会
保
険

証
に
代
わ
る
書
類
（
様
式
第
３
号
）

⑥
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

※
次
の
場
合
、
祝
金
を
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
３
年
経
過
以
前
に
転
出
し
た
場
合

•
不
正
の
手
段
に
よ
り
就
職
定
住
促
進
祝

金
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合

会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
か
ら
口
座
振
替
指
定
金
融
機
関
に
津
山
信
用
金
庫
を
追
加

口座

問
会
計
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
３
０
８
０

若
者
の
定
住
を
支
援
し
、
定
住
人
口
の
増
加
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

新
婚
さ
ん
へ
結
婚
定
住
促
進
祝
金
を
支
給
し
ま
す

祝金

問
住
民
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
４

●
「
留
町
奨
励
金
制
度
」
は
平
成
28
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た

　

た
だ
し
、
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
１
年
度
目
の
奨
励
金
交
付
の
決
定
を
受
け

た
方
は
、
平
成
28
年
４
月
以
降
も
引
き
続
き
２
年
度
目
、
又
は
、
３
年
度
目
の
交
付

申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

美
咲
町
の
税
金
、
水
道
料
、
保
険
料
等

の
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
に
、
平

成
28
年
４
月
か
ら
津
山
信
用
金
庫
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関
は
、
全
部

で
７
金
融
機
関
で
す
。

•
津
山
農
業
協
同
組
合

•
中
国
銀
行

•
ト
マ
ト
銀
行

•
中
国
労
働
金
庫

•
鳥
取
銀
行

•
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

•
津
山
信
用
金
庫
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■
対
象　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

•
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
40
歳
未
満

•
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
結
婚
前
か
ら

美
咲
町
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る

•
結
婚
後
は
夫
婦
と
も
に
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る

•
引
き
続
き
３
年
以
上
美
咲
町
を
生
活
の

本
拠
と
し
て
居
住
す
る
意
思
が
あ
る

•
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
夫
婦

※
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
を

出
さ
れ
た
夫
婦
が
該
当
と
な
り
ま
す
。

■
結
婚
定
住
促
進
祝
金
額　

５
万
円

■
申
請

《
窓
口
》
住
民
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

《
必
要
な
も
の
》

①
結
婚
定
住
促
進
祝
金
交
付
申
請
書
（
様

式
第
１
号
）

②
戸
籍
謄
本
又
は
婚
姻
届
受
理
証
明
書

③
住
民
票
謄
本
（
続
柄
・
本
籍
の
載
っ
て

い
る
）

④
定
住
の
意
思
を
確
認
で
き
る
書
類
（
様

式
第
２
号
）

⑤
市
町
村
民
税
納
税
証
明
書

⑥
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

※
次
の
場
合
、
祝
金
を
返
還
し
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•
３
年
経
過
以
前
に
美
咲
町
か
ら
転
出
等

し
た
場
合

•
不
正
の
手
段
に
よ
り
結
婚
定
住
促
進
祝

金
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
た
場
合

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は
自
動
的
に
は
行
わ
れ
ま
せ
ん

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

国保

問
健
康
福
祉
課
健
康
医
療
班　
　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
５

　

旭
総
合
支
所
住
民
福
祉
課　
　

☎
０
８
６
７
・
２
７
・
３
１
１
１

　

柵
原
総
合
支
所
住
民
福
祉
課　

☎
０
８
６
８
・
６
２
・
１
１
１
４

■
加
入
の
届
け
出

•
国
保
加
入
者
が
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
と
き

•
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

•
被
扶
養
者
か
ら
外
れ
た
と
き　
　

な
ど

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

届
け
出
を
し
た
月
か
ら
で
は
な
く
、
加

入
の
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
税
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
遅
れ

る
ほ
ど
納
付
額
も
高
額
に
な
り
ま
す
。

■
脱
退
の
届
け
出

•
国
保
加
入
者
が
他
の
市
町
村
に
転
出
す

る
と
き

•
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
きな

ど

届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
等
の
保
険
料

の
二
重
払
い
に
つ
な
が
り
、
そ
の
間
に
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
場
合
は
「
資
格
喪

失
後
の
受
診
」
と
な
り
、
医
療
費
の
返
還

を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
】

　

国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る
場
合
は
、
被

保
険
者
証
を
速
や
か
に
役
場
窓
口
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
保
険
者
証
が
変
わ
る
場
合
は
、

医
療
機
関
に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
も
し
医
療
費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
ら
】

　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
際
は
、
窓
口
で
被
保
険

者
証
を
提
示
す
る
と
窓
口
で
の
負
担
は
３

割（
一
部
２
割
ま
た
は
１
割
）と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
資
格
喪
失
後
に
受
診
し
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
医
療
機
関
な
ど
へ
か

か
っ
た
医
療
費
の
給
付
分
７
割
（
一
部
８

割
ま
た
は
９
割
）
を
美
咲
町
の
国
民
健
康

保
険
へ
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

該
当
と
な
っ
た
人
は
、
新
た
に
加
入
し

た
健
康
保
険
か
ら
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
払
い
戻
し
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
ご
加
入
の
健
康
保
険
へ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

美
咲
町
内
に
は
３
つ
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い

子育て

問
こ
ど
も
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
２
１
５

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
・
子
育
て
支
援
活

動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

た
く
さ
ん
の
親
子
が
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
親
子
で
遊
び
た
い
と
き
、
子
育
て
に

つ
い
て
心
配
事
が
あ
る
と
き
、
子
育
て
に

関
す
る
情
報
が
知
り
た
い
と
き
な
ど
、
気

軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

■
支
援
セ
ン
タ
ー（
開
放　

月
〜
金
曜
日
）

【
中
央
】
中
央
か
め
っ
こ
保
育
園
内

　
　
　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・７
８
３
０

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
旭
】　

旭
保
育
園
内

　
　
　

☎
０
８
６
７
・
２
７
・
２
７
３
３

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
柵
原
】
柵
原
西
保
育
園
内

　
　
　

☎
０
８
６
８
・
６
２
・
１
０
０
９

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
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町のけいじばん

「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
の
方
へ
タ
ク
シ
ー
券
を
支
援
し
ま
す

６
千
円
分
の
タ
ク
シ
ー
券
、28
年
度
分
受
付
中

問
情
報
交
通
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
２
（
タ
ク
シ
ー
券
に
つ
い
て
）

■
「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」
と
は

　

65
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
警
察
署
へ

自
主
返
納
さ
れ
た
人
へ
岡
山
県
警
が
発
行

す
る
カ
ー
ド
で
す
。

問
美
咲
警
察
署　

　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
０
１
１
０

■
対
象

　

美
咲
町
在
住
の「
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
」

を
お
持
ち
の
方

■
注
意

　

タ
ク
シ
ー
券
は
年
度
内
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
繰
り
越
し
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請

《
必
要
な
も
の
》

•
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド　

•
印
鑑

《
窓
口
》

　

情
報
交
通
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

交通

タ
ク
シ
ー
料
金
が
安
く
な
る
（
町
内
タ
ク
シ
ー
業
者
利
用
の
場
合
）

黄
福
タ
ク
シ
ー
継
続
中
！
（
更
新
の
必
要
な
し
）

問
情
報
交
通
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
２

■
対
象
者

　

一
人
で
タ
ク
シ
ー
乗
降
が
出
来
る
か
介

助
者
が
同
行
で
き
る
美
咲
町
在
住
者
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
満
75
歳
以
上

②
満
65
歳
に
達
し
た
一
人
暮
ら
し
で
、
町

交通

■
使
え
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　

有
本
タ
ク
シ
ー
・
西
川
タ
ク
シ
ー

　

介
護
タ
ク
シ
ー
そ
よ
風
・
介
護
タ
ク
シ

ー
み
あ
げ
（
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
に
は

条
件
有
り
）

■
料
金

悩
み
を
抱
え
た
人
は
、
ま
ず
は
ご
相
談
を

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

問
福
祉
事
務
所
内
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
窓
口　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
２
９

■
対
象（
生
活
保
護
受
給
中
の
人
を
除
く
）

　

原
則
と
し
て
町
内
在
住
で
経
済
的
に
困

窮
し
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人

■
利
用
料　

無
料

■
場
所

福
祉
事
務
所
内（
生
活
自
立
相
談
支
援
窓
口
）

各
総
合
支
所（
事
前
に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
）

■
利
用
日
時　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
土
・
日
・
祝
・
年
末
年
始
を
除
く

■
内
容

　

働
き
た
く
て
も
仕
事
が
な
い
、
家
族
の

介
護
の
た
め
に
仕
事
が
で
き
な
い
、
再
就

職
に
失
敗
し
て
雇
用
保
険
が
切
れ
た
、
あ

る
い
は
、
社
会
に
出
る
の
が
怖
く
な
っ
た

…
。
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
に
包
括
的

な
支
援
を
行
う
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

制
度
」
が
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
り
、

町
で
は
福
祉
事
務
所
内
に
生
活
自
立
相
談

支
援
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相談
　

就
職
、
住
ま
い
、
家
計
な
ど
暮
ら
し
に
悩
み
を
抱
え
た
人
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
相

談
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
家
族
や
周
り
の
人
か
ら
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

予
定
価
格
２
５
０
万
円
以
上
の
公
共
工
事
落
札
額
を
公
表
し
ま
す

入
札
結
果
の
お
知
ら
せ

入札

問
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
９
１

　

平
成
28
年
２
月
１
日
〜
２
月
29
日
ま
で
の
入
札
実
施
分
で
す
。
表
記
は
、
入
札
日
、

工
事
名
、
地
内
（
担
当
課
）、
落
札
者
、
落
札
額
（
税
抜
き
額
）
で
す
。

平
成
28
年
２
月
５
日

■
江
与
味
送
水
ポ
ン
プ
更
新
工
事
、
江
与

味
地
内
（
上
下
水
道
課
）

ミ
ツ
ワ
電
設
㈱　

２
，４
７
５
，０
０
０
円

平
成
28
年
２
月
19
日

■
町
道
普
毛
田
祖
母
前
線
舗
装
新
設
工
事
、

角
石
祖
母
地
内
（
建
設
課
）

㈱
下
山
組　

４
，１
５
０
，０
０
０
円

※
代
理
人
申
請
で

き
ま
す
。
ま
た
、

毎
年
申
請
が
必

要
で
す
。
昨
年

申
請
さ
れ
た
方

も
忘
れ
ず
に
申

請
し
て
く
だ
さ

い
。
役
場
か
ら

通
知
は
い
き
ま

せ
ん
。

見本
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民
税
非
課
税

③
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精

神
障
害
福
祉
手
帳
・
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
）

④
要
支
援
･
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

⑤
妊
婦

※
１
年
間
の
期
間
限
定
、
母
子
手
帳
と
一

緒
に
交
付

■
申
請

《
必
要
な
も
の
》

•
写
真
（
役
場
で
撮
影
可
）・
印
鑑

•
誕
生
日
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
、

免
許
証
等
）

•
③
④
で
申
請
の
場
合
は
手
帳
等

•
代
理
人
申
請
の
場
合
は
写
真

《
窓
口
》

　

情
報
交
通
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課

　
【
町
内

⇔

町
内
】
最
大
千
円
の
負
担
。

　
【
町
内

⇔

町
外
】
１
万
円
ま
で
は
半
額
。

（
１
万
円
を
越
え
た
部
分
は
自
己
負
担
）

※
但
し
、
次
の
病
院
へ
の
通
院
利
用
は

一
万
円
を
越
え
て
も
半
額
。

県
内
の
特
定
機
能
病
院
／
岡
山
大
学
病
院
、

川
崎
医
療
大
学
付
属
病
院

県
内
の
地
域
医
療
支
援
病
院
／
岡
山
医
療

セ
ン
タ
ー
、
岡
山
中
央
、
済
生
会
、
榊

原
、
岡
山
赤
十
字
、
岡
山
旭
東
、
岡
山
労

災
、
岡
山
市
民
、
倉
敷
中
央
、
赤
磐
医
師

会
、
津
山
中
央

補
助
金
交
付
の
お
知
ら
せ

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
工
事
費
補
助
金

問
上
下
水
道
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
３
０
８
４

■
合
併
浄
化
槽
と
は

　

し
尿
だ
け
処
理
す
る
単
独
浄
化
槽
と
違

い
、
生
活
排
水
（
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
な

ど
）
も
一
緒
に
処
理
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
身
近
な
側
溝
や
河
川
の
水
質
保
全
に

も
つ
な
が
り
、
生
活
排
水
対
策
の
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
《
５
人
槽
》
６
３
８
，０
０
０
円

　
《
６
〜
７
人
槽
》
７
７
６
，０
０
０
円

　
《
８
人
槽
》
１
，０
４
６
，０
０
０
円

■
申
し
込
み
窓
口

　

上
下
水
道
課
・
各
支
所
産
業
建
設
課

下水
　

平
成
28
年
度
の
補
助
金
基
数
は
30
基
を
予
定
。
お
申
し
込
み
は
先
着
順
で
す
。

■
旭
大
瀬
毘
連
絡
管
新
設
工
事
、
栃
原
地

内
（
上
下
水
道
課
）

㈱
杉
本
建
設　

１
２
，９
４
８
，０
０
０
円

■
広
末
・
長
峪
・
当
地
地
区
送
水
施
設
改

良
工
事
、
中
地
内
（
上
下
水
道
課
）

ミ
ツ
ワ
電
設
㈱

２
７
，２
５
０
，０
０
０
円

平
成
28
年
２
月
12
日

■
旭
毘
沙
門
連
絡
管
新
設
工
事
、
南
地
内

（
上
下
水
道
課
）

㈱
中
央
建
設　

９
，２
５
０
，０
０
０
円

■
町
道
山
崎
下
線
舗
装
新
設
工
事
、
角
石

祖
母
地
内
（
建
設
課
）

㈱
月
の
輪
建
設
工
業

８
，７
５
０
，０
０
０
円

■
中
央
簡
水
北
部
簡
水
連
絡
管
新
設
工
事

（
２
工
区
）、
錦
織
地
内
（
上
下
水
道
課
）

ミ
ツ
ワ
電
設
㈱

１
３
，７
５
０
，０
０
０
円

平
成
28
年
２
月
26
日

■
久
木
地
区
舗
装
本
復
旧
工
事
（
３
工

区
）、
久
木
地
内
（
上
下
水
道
課
）

㈱
亀
鶴
園　

９
，７
５
０
，０
０
０
円

柵
原
地
域　

久
木
・
藤
原
の
皆
さ
ん

地
域
の
一
部
が
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

問
上
下
水
道
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
３
０
８
４

　

柵
原
地
域
の
公
共
下
水
道
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
整
備
の
完
了
し
た
吉
ケ
原
・
藤

原
・
柵
原
の
一
部
の
区
域
に
つ
い
て
供
用

を
開
始
し
、
区
域
の
拡
大
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。

■
接
続
申
し
込
み

　

美
咲
町
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

に
お
願
い
し
ま
す
。

下水
　

平
成
28
年
３
月
31
日
で
、
久
木
・
藤

原
（
桶
尻
）
で
工
事
が
完
了
し
、
下
水

道
へ
の
接
続
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
の

で
、お
早
め
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

美咲町公共下水道（柵原処理区）供用開始告示区域

供用開始：平成28年3月31日

美咲町久木・藤原（桶尻）
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町のけいじばん

地
域
の
皆
様
に
安
心
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

４
月
か
ら
自
治
会
活
動
保
険
に
加
入
し
ま
し
た

問
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
９
１

■
対
象
内
容

　

各
自
治
会
で
年
間
行
事
と
し
て
計
画
さ

れ
て
い
る
活
動

■
保
険
適
用
内
容

•
賠
償
責
任
（
身
体
障
害
・
財
物
損
壊
）

•
障
害
見
舞
費
用
（
死
亡
・
後
遺
障
害
・

入
院
）

•
障
害
（
死
亡
・
後
遺
障
害
・
入
院
・
通
院
）

※
自
治
会
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

（
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
草
刈
り
等
）
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
常
会
等
の

行
事
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
行
事
が
中
止
に
な
っ
た
場
合
の
費
用
損

害
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
被
保
険
対
象
者

　

美
咲
町
に
住
所
の
あ
る
方
で
各
自
治
会

の
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方

■
加
入
予
定
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平
成
29
年
４
月

１
日

■
加
入
負
担
金

　

保
険
料
は
町
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
各

自
治
体
か
ら
は
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

自治会

中
央
地
域
の
皆
さ
ん

「
昔
の
あ
そ
び
」の
写
真
や
資
料
を
集
め
て
い
ま
す

問
町
史
編
さ
ん
室　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
０
０
５
０

■
部
屋
で
遊
ぶ

　

百
人
一
首
、
ト
ラ
ン
プ
（
バ
バ
抜
き
な

ど
）、
こ
っ
ち
ん
、
ス
ゴ
ロ
ク
、
ゴ
ム
鉄

砲
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
、
将
棋
（
挟
み
将
棋
な

ど
）、
囲
碁
（
五
目
並
べ
な
ど
）、
積
木
崩

し
、
オ
セ
ロ
、
あ
や
と
り
、
お
手
玉
、
ま

ま
ご
と
、
お
は
じ
き　
　

な
ど

■
屋
外
で
遊
ぶ

　

ラ
ム
ネ
（
ビ
ー
玉
）、
ぱ
っ
ち
ん
（
メ

ン
コ
）、
釘
立
（
陣
取
り
な
ど
）、
コ
マ
回

し
、
竹
ト
ン
ボ
、
竹
馬
、
水
鉄
砲
、
カ
ン

蹴
り
、
ケ
ン
ケ
ン
パ
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
馬

飛
び
、
肉
弾
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
ろ
く
む

し
、
鬼
ご
っ
こ
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
戦
争
ご

っ
こ
、
草
野
球
、
三
角
ベ
ー
ス
、
フ
ラ
フ

ー
プ
、
ホ
ッ
ピ
ン
グ
、
ピ
ン
ポ
ン
、
ゴ
ム

と
び
、
羽
根
つ
き
、
縄
跳
び
、
輪
投
げ
、

砂
遊
び
、
か
ご
め
か
ご
め
、
お
し
く
ら
ま

ん
じ
ゅ
う
、
ハ
ン
カ
チ
落
し
、
山
小
屋
づ

く
り
、
こ
ぼ
つ
、
捕
り
も
ち
、
か
す
み
網
、

坂
車
、
雪
だ
る
ま
、
か
ま
く
ら
、
雪
合
戦
、

ソ
リ
遊
び
、
ス
キ
ー
、
凧
揚
げ
、
筏
遊
び
、

笹
船
つ
く
り
、
ホ
タ
ル
狩
り
、
水
面
滑
走
、

魚
釣
り
、
夜
釣
り
、
夜
ぶ
り
、
に
ら
浸
け
、

瓶
浸
け
、と
ー
く
ろ
、投
げ
糸
、池
干
し（
鯉

と
り
な
ど
）、
川
干
し
（
魚
と
り
）、
い
や

に
ぎ
り
、
モ
ジ
、
四
つ
で
網
、
川
あ
そ
び

（
水
泳
な
ど
）　　

な
ど

■
そ
の
他

　

保
育
・
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
子
供

会
、
青
年
団
、
神
社
・
寺
院
で
行
わ
れ
て

い
た
も
の　
　

な
ど

町史
　

昔
の
娯
楽
を
調
査
中
で
す
。
皆
さ
ん
が
経
験
し
た
、
ま
た
父
母
や
祖
父
母
か
ら
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
遊
び
の
種
類
・
遊
び
方
、
そ
の
資
料
や
写
真
が
あ
れ
ば
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
大
字
単
位
・
常
会
単
位
）
の
活
動
拠
点

地
域
集
会
所
の
新
改
築
・
修
繕
に
は
補
助
金
が
出
ま
す

問
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
９
１

■
補
助
金
額

①
新
設
・
全
部
改
修
…
１
，０
０
０
万
円

を
上
限
に
、
事
業
費
の
２
／
３
ま
で

②
修
繕
・
一
部
改
修
…
25
万
円
以
上
の
工

事
が
対
象
。
１
０
０
万
円
を
上
限
に
、

工
事
費
の
２
／
３
ま
で

③
集
会
所
周
辺
の
駐
車
場
等
の
舗
装
工
事

…
10
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象
。
50
万

円
を
上
限
に
、
工
事
費
の
２
／
３
ま
で

※
用
地
取
得
や
備
品
購
入
等
は
事
業
の
対

象
外
に
な
り
ま
す
。
計
画
の
際
に
は
あ

ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補助金

▲雪時に車で遊ぶ兄弟（昭和30年頃）
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自
分
た
ち
の
町
を
自
ら
の
手
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

お
か
や
ま
ア
ダ
プ
ト
新
規
参
加
団
体
募
集

問
岡
山
県
庁
土
木
部
道
路
整
備
課　
　
　

☎
０
８
６
・
２
２
６
・
７
４
７
２

　

岡
山
県
美
作
県
民
局
建
設
部
管
理
課　

☎
０
８
６
８
・
２
３
・
１
４
３
７

　

産
業
建
設
観
光
課
・
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

■
応
募
資
格

①
道
路
…
５
０
０
ｍ
以
上
（
う
ち
岡
山
県

管
理
の
国
道
・
県
道
が
概
ね
半
分
以
上
）

の
区
間
を
４
回
以
上
清
掃
・
美
化
す
る

こ
と
。
ま
た
は
、岡
山
県
管
理
の
国
道
・

県
道
の
路
肩
等
に
設
置
さ
れ
た
延
長
20

ｍ
〜
50
ｍ
程
度
の
花
壇
や
植
樹
ま
す
内

の
花
木
の
植
栽
・
管
理
を
年
間
通
じ
て

行
う
こ
と
。

②
河
川
・
海
岸
…
２
０
０
ｍ
以
上
（
岡
山

県
管
理
）
の
区
間
を
年
間
２
回
以
上
清

掃
・
美
化
す
る
こ
と
。

③
公
園
…
県
立
都
市
公
園
や
港
湾
施
設
と

し
て
の
緑
地
岡
山
県
管
理
）
の
う
ち
、

管
理
者
と
の
協
議
で
定
め
ら
れ
た
区
域

を
年
間
２
回
以
上
清
掃
・
美
化
す
る
こ

と
。

■
応
募

【
募
集
団
体
】
約
１
０
０
団
体

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
募
集
期
間
の
満

了
前
で
も
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
方
法
】

　

市
町
村
、
県
民
局
、
地
域
事
務
所
に
用

意
し
て
い
る
申
込
書
を
記
入
し
、
産
業
建

設
観
光
課
・
各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
認
定
さ
れ
た
ら

•
県
が
清
掃
用
具
等
の
購
入
費
と
し
て
交

付
金
を
交
付

•
県
が
参
加
者
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
へ
加
入

•
市
町
村
が
回
収
し
た
ゴ
ミ
の
処
理
に
協

力

募集
　

認
定
を
受
け
た
団
体
は
、
道
路
・
河
川
・
海
岸
・
公
園
の
一
定
区
間
の
ご
み
拾
い

や
除
草
を
し
、
定
期
的
に
清
掃
・
美
化
活
動
を
行
い
ま
す
。

み
ん
な
で
美
咲
町
河
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

美
咲
町
河
川
清
掃
活
動
団
体
募
集

問
産
業
建
設
観
光
課
（
代
表
）　

☎
０
８
６
８
・
６
６
・
１
１
１
８

　

旭
総
合
支
所
産
業
建
設
課　
　

☎
０
８
６
７
・
２
７
・
３
１
１
６

　

柵
原
総
合
支
所
産
業
建
設
課　

☎
０
８
６
８
・
６
２
・
１
１
１
６

■
応
募
資
格

①
地
域
の
常
会
、
大
字
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業

な
ど
10
人
以
上
の
団
体

②
県
又
は
町
が
管
理
し
て
い
る
河
川
で
、

２
０
０
ｍ
以
上
の
区
間
を
清
掃
活
動
で

き
る
団
体

③
年
間
２
回
以
上
の
除
草
、
低
木
の
処
理
、

焼
却
作
業
、
ご
み
拾
い
な
ど
を
行
う
こ

と
※
草
木
は
必
ず
焼
却
し
て
く
だ
さ
い
。
焼

却
作
業
を
す
る
時
は
、
消
防
署
へ
事
前

に
届
出
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
か
や
ま
ア
ダ
プ
ト
事
業
の
参
加
と
併

用
で
き
ま
す
が
、
団
体
と
区
間
は
同
一

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
応
募
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
〜
５
月
31
日
（
火
）

■
活
動
期
間

　

町
が
補
助
金
の
交
付
決
定
を
し
た
日
〜

平
成
29
年
３
月
17
日
（
金
）

■
応
募
方
法

　

産
業
建
設
観
光
課
・
各
総
合
支
所
産
業

建
設
課
に
用
意
し
て
い
る
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
支
払
い

　

清
掃
活
動
終
了
後
、活
動
実
績
報
告
書
・

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
補
助
金
額
】
２
０
，０
０
０
円
が
限
度

※
領
収
書
の
添
付
が
必
須
。
ア
ダ
プ
ト
と

併
用
し
た
場
合
、
県
の
品
目
と
は
別
の

領
収
書
２
０
，０
０
０
円
分
が
必
要
で

す
。

※
活
動
に
使
用
し
た
金
額
が
２
０
，

０
０
０
円
に
満
た
な
い
時
は
、
そ
の
活

動
に
使
用
し
た
金
額
が
補
助
金
額
と
な

り
ま
す
。

■
保
険

　

清
掃
活
動
者
の
保
険
は
必
要
に
応
じ
て

各
団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

募集
　

清
掃
美
化
活
動
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る

河
川
の
環
境
美
化
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

おかやまアダプト
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町のけいじばん

福祉事務所からのお知らせ

町独自の福祉制度をご紹介します
福祉

問福祉事務所　☎０８６８・６６・１１２９

　人工透析や難病などの治療で通院する場合、交通費の一部を補助する制度です。
■内容　　　人工透析または特定疾患受療者に対して、１日あたり500円を支給
　　　　　　※月額7,000円を限度とし毎年４月と10月に前月分までの半年分を申請します。
■対象者　　１．通院で人工透析治療を受けている人
　　　　　　２．特定疾患医療受給者証など（難病）により通院治療を受けている人
■申請に必要なもの

　①印鑑　②特定疾病療養受給証（透析）、または特定疾患医療受給者証（難病）
　③医療機関の通院証明書（※用紙は福祉事務所および各総合支所住民福祉課にあります）　④振込先の分かるもの

特定疾患等通院交通費の補助

　障害者の人や介護者の人が、タクシーまたは自家用車を利用して、通院や買い物などに行くときの経済的な負担の軽
減を目的とした制度
■内容　　　タクシー利用券もしくはガソリン券（給油券）のいずれかを交付
　●タクシー券　　500円券×24枚（１年度あたり）
　●給油券　　　1,000円券×６枚（１年度あたり）
■対象者

　身体障害者手帳１級または２級、療育手帳A判
定、保健福祉手帳１級をお持ちの町内に住所があ
る在宅の人（※特定疾患等通院交通費補助金を受
けている人は対象になりません）
■申請に必要なもの

　①印鑑　②各種手帳
　③給油券の場合は、使う車の車検証
④介護者の人が運転する場合、その人の運転免
許証

重度心身障害者タクシー券などの交付

　町内に住む20歳未満の心身障害児（者）およびその保護者を支援するための手当です。
■内容　　　月額5,000円
　　　　　　※毎年４月と10月に、それぞれ前月分までを支給します。
■対象者　　町内に２年以上住所があり実際に住んでいる人で、身体障害者手帳または療育手帳の交付を受けている人

（種別等級は問いません）
　　　　　　※受給には申請が必要です。
■申請に必要なもの

　①印鑑　②身体障害者手帳または療育手帳　③振込先の分かるもの

美咲町心身障害児（者）福祉手当の支給
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ご利用ください

身体障害者等巡回更生相談を実施しています
相談

問福祉事務所　☎０８６８・６６・１１２９

　岡山県身体障害者更生相談所が巡回します！
■対象　　身体の状況や遠隔地などの理由により身体障害者更生相談所に来所できない人
■内容　　身体に障害がある人のために、専門的な知識を必要とする相談や支援
　　　　　必要に応じて補装具（車いす・義手・義足・ ・補聴器など）の交付や修理の判定などの各種支援
■必要なもの　　用意するものが内容によって異なる場合や判定依頼が必要になりますので、事前に福祉事務所までお

問い合わせください。

平成28年度　身体障害者等巡回更生相談計画表

番
号 実施年月日 曜

日 実施場所 管轄局 予定
人員

相談科 担当医療機関
肢体 聴覚 整形外科 聴覚

1 平成28年  5月19日 木 津山市「神南備園」 美作 20 肢体 津山中央ク ─
2 5月24日 火 高梁総合福祉センター 備中 30 肢体 聴覚 吉備リハ 川大
3 5月31日 火 笠岡市保健センター 備中 20 肢体 岡大 ─
4 6月10日 金 新見市保健福祉センター 備中 30 肢体 聴覚 日赤 日赤
5 7月 1日 金 北房文化センター 美作 30 肢体 聴覚 日赤 日赤
6 7月21日 木 津山市「神南備園」 美作 30 肢体 聴覚 津山中央ク 津山中央ク
7 7月26日 火 井原市総合福祉センター 備中 30 肢体 聴覚 岡大 川大
8 8月 9日 火 美作保健センター 美作 30 肢体 聴覚 岡山リハ 岡大
9 8月26日 金 備前市備前保健センター 備前 20 肢体 労災 ─
10 9月 8日 木 新見市保健福祉センター 備中 20 肢体 岡山リハ ─
11 9月15日 木 津山市「神南備園」 美作 20 肢体 津山中央ク ─
12 10月 6日 木 勝山保健福祉センター 美作 30 肢体 聴覚 岡山リハ 済生会
13 10月25日 火 笠岡市保健センター 備中 20 肢体 岡大 ─
14 11月17日 木 津山市「神南備園」 美作 30 肢体 聴覚 津山中央ク 津山中央ク
15 11月22日 火 高梁総合福祉センター 備中 30 肢体 聴覚 吉備リハ 岡大
16 11月29日 火 大原保健センター 美作 30 肢体 聴覚 吉備リハ 岡大
17 12月 6日 火 井原市総合福祉センター 備中 20 肢体 岡大 ─
18 12月16日 金 新見市保健福祉センター 備中 30 肢体 聴覚 日赤 日赤
19 平成29年  1月19日 木 津山市「神南備園」 美作 20 肢体 津山中央ク ─
20 1月27日 金 備前市備前保健センター 備前 20 肢体 労災 ─
21 2月 7日 火 笠岡市保健センター 備中 20 肢体 岡大 ─
22 2月21日 火 高梁総合福祉センター 備中 20 肢体 吉備リハ ─
23 3月10日 金 久世エスパスセンター 美作 30 肢体 聴覚 日赤 日赤
24 3月16日 木 津山市「神南備園」 美作 30 肢体 聴覚 津山中央ク 津山中央ク
計 24 13

岡大：岡山大学病院
川大：川崎医科大学附属病院
日赤：総合病院岡山赤十字病院
労災：岡山労災病院

吉備リハ：吉備高原医療リハビリテーションセンター
津山中央ク：津山中央クリニック・津山中央病院
岡山リハ：岡山リハビリテーション病院
済生会：岡山済生会総合病院

※受付・審査時間
　新見市・真庭市（久世・勝山・北房）・美作市（美作・大原）・津山市……  受付 11:00～12:00　審査 11:30～
　高梁市・井原市・笠岡市・備前市……………………………………………  受付 10:30～11:30　審査 11:00～
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補
佐
級
）　

平　
　

悦
子

課
長
補
佐

◎
片
山　

慶
子

主　
　

任
　

延
原　

絵
美

主　
　

任
　

西
村　

妙
子

主　
　

任
　

山
本　

佳
代

主　
　

任
　

横
部　

裕
子

保
育
士
　

森
里　

紘
二

保
育
士
　

浦
上　

幸
子

保
育
士
　

杉
山　

心
美

保
育
士
　

青
山　

加
奈

保
育
士

☆
石
井　

聡
美

保
育
士

☆
宮
本　

麻
衣

調
理
員
　

窪
木　

り
え

調
理
員

☆
湯
原　

由
美

保
育
士
　

稲
谷
由
紀
子
（嘱）

保
育
士
　

難
波　

容
子
（嘱）

保
育
士
　

大
原　

玲
子
（嘱）

保
育
士
　

岡
本　

瑞
恵
（嘱）

保
育
士
　

國
司　

瑞
恵
（嘱）

保
育
士
　

官
能　

有
紀
（嘱）

保
育
士
　

松
本　

邦
江
（嘱）

保
育
士
　

戸
田　

恵
美
（嘱）

保
育
士
　

山
本
ゆ
か
り
（嘱）

保
育
士
　

谷　
　

時
子
（嘱）

保
育
士
　
久
保
津
麻
衣
子
（嘱）

主　
　

任
　

秋
元　

洋
子

保
育
士
　

石
戸　

尚
恵

保
育
士
　

下
野　

史
緒

保
育
士
　

松
田　

有
加

保
育
士
　

山
奥　

啓
子
（嘱）

保
育
士
　

青
木　

尚
美
（嘱）

保
育
士
　

渡
邊　

英
恵
（嘱）

保
育
士
　

田
村　

友
鹿
（嘱）

保
育
士
　

柴
田　

直
子
（嘱）

保
育
士
　

氏
平　

有
紀
（嘱）

保
育
士
　

森
本　

圭
子
（嘱）

栄
養
士
　

岡
田　

琴
音
（嘱）

調
理
員
　

難
波　

幸
恵
（嘱）

調
理
員
　

大
賀　

真
理
（嘱）

園
務
事
務
　

松
永　

弘
恵
（嘱）

柵
原
東
保
育
園

園　
　

長
　

池
田　

民
子

園
長
代
理
　

清
水
千
代
美

主　
　

任
　

岩
本　

桜
子

保
育
士
　

小
坂
麻
由
美

保
育
士
　

前
田　

奈
歩

保
育
士

☆
山
西
る
み
こ

保
育
士
　

影
山　

弓
子
（嘱）

保
育
士
　

杉
山
美
恵
子
（嘱）

保
育
士
　

杉
山　

美
紀
（嘱）

保
育
士
　

森
定　

克
樹
（嘱）

保
育
士
　

大
西　

美
香
（嘱）

栄
養
士
　

西
田　

佳
織
（嘱）

調
理
員
　

山
本
加
津
子
（嘱）

調
理
員
　

赤
堀　

明
美
（嘱）

調
理
員
　

下
山　

千
鶴
（嘱）

園
務
事
務
　

川
上　

真
奈
（嘱）

柵
原
西
保
育
園

園
長（
代
理
級
）　

野
﨑　

久
子

園
長
代
理（
補
佐
級
）　

西
村　

知
香

課
長
補
佐

◎
川
畑　

友
美

主　
　

任
　

金
谷　

友
香

保
育
士
　

前
原　
　

瞳

保
育
士
　

難
波  

和
里

保
育
士
　

森
田　
　

遥

調
理
員
　

藤
森　

由
紀

保
育
士
　

梶
谷　

真
紀
（嘱）

保
育
士
　

小
賀　

秀
子
（嘱）

保
育
士
　

谷　
　

晴
美
（嘱）

保
育
士
　

小
林　

文
子
（嘱）

保
育
士
　

西
村　

彰
桂
（嘱）

保
育
士
　

子　

理
美
（嘱）

保
育
士
　

三
船　

京
子
（嘱）

保
育
士
　

大
谷　

ル
ミ
（嘱）

栄
養
士
　

遠
藤　

由
佳
（嘱）

調
理
員
　

花
房　

和
子
（嘱）

調
理
員
　

片
山　

実
与
（嘱）

園
務
事
務
　

鈴
木　
　

薫
（嘱）

加
美
小
学
校

校
務
員

☆
浦
上　

優
子

美
咲
中
央
小
学
校

校
務
員
　

松
下　

洋
子
（嘱）

栄
養
士
　

村
瀬　

祐
美
（嘱）

調
理
員
　

大
成
由
美
枝
（嘱）

調
理
員
　

野
村　

正
子
（嘱）

調
理
員
　

若
林　

玲
子
（嘱）

旭
小
学
校

校
務
員
　

鑓
屋　

三
枝
（嘱）

調
理
員
　

川
邉　

安
子
（嘱）

調
理
員
　

青
木　

尚
美
（嘱）

調
理
員
　

池
上
ま
り
子
（嘱）

柵
原
東
小
学
校

校
務
員
　

山
本　

育
香
（嘱）

栄
養
士
　

杉
山
真
依
子
（嘱）

調
理
員
　

松
岡　

節
子
（嘱）

調
理
員
　

中
村　

尚
子
（嘱）

柵
原
西
小
学
校

校
務
員
　

我
原　

三
省
（嘱）

中
央
中
学
校

校
務
員
　

松
岡　

信
江
（嘱）

旭
中
学
校

校
務
員
　

鈴
鹿　

精
己
（嘱）

調
理
員
　

武
中　

易
子
（嘱）

調
理
員
　

村
上　

恵
美
（嘱）

柵
原
中
学
校

校
務
員
　

岡
田　

基
子
（嘱）

中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

主
幹
調
理
員　

森
廣　

恭
子

調
理
員
　

三
浦
真
由
美
（嘱）

調
理
員
　

宮
本　

美
保
（嘱）

調
理
員
　

西
本　

幸
恵
（嘱）

調
理
員
　

青
山　

正
志
（嘱）

柵
原
学
校
給
食
共
同
調
理
場

調
理
員
　

松
本　
　

睦

調
理
員
　

直
原　

和
子
（嘱）

調
理
員
　

廣
野　

陽
子
（嘱）

調
理
員
　

吉
岡　

文
子
（嘱）

調
理
員
　

河
原　

貴
代
（嘱）

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

中
央
図
書
館

司　
　

書
　

禾
本　

美
紀
（嘱）

司　
　

書
　

林
田　

春
香
（嘱）

司　
　

書
　

古
玉　

瑞
穂
（嘱）

旭
図
書
館

司　
　

書
　

大
倉
加
奈
江
（嘱）

司　
　

書
　

山
本　

佳
苗
（嘱）

柵
原
図
書
館

司　
　

書
　

田
文　

優
華
（嘱）

司　
　

書
　

徳
永　
　

舞
（嘱）

司　
　

書
　

福
田　

ゆ
か
（嘱）

加
美
児
童
館

児
童
厚
生
員　

長
尾　

裕
子
（嘱）

児
童
厚
生
員　

浅
津
智
恵
美
（嘱）

旭
児
童
館

児
童
厚
生
員　

谷
口　

素
子
（嘱）

児
童
厚
生
員　

松
岡　

聡
子
（嘱）

図
書
館
・
児
童
館
・
公
民
館

柵
原
児
童
館

児
童
厚
生
員　

福
田
三
貴
子
（嘱）

児
童
厚
生
員　

池
田　

香
織
（嘱）

三
保
公
民
館

館　
　

長
　

青
山　

善
紀
（嘱）

西
幸
公
民
会
館

館　
　

長
　

宮
本　

裕
美
（嘱）

旭
町
民
セ
ン
タ
ー

社
会
教
育
指
導
員　

西
村　

昌
計
（委嘱）

柵
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

事
務
員
　

村
上　

真
未
（嘱）

美
咲
中
央
体
育
館

事
務
・
管
理
員　

川
島　

美
明
（臨）

事
務
・
管
理
員　

小
坂　

仁
志
（臨）

事
務
・
管
理
員　

柴
田　

俊
一
（臨）

事
務
・
管
理
員　

立
野　

伸
昌
（臨）

事
務
・
管
理
員　

井
上　

敦
郎
（臨）

事
務
・
管
理
員　

武
中　
　

功
（臨）

主　
　

任
　

中
谷　

裕
子

主　
　

事
　

小
田　

優
美

主　
　

事
　

牧　
　

晃
正

事
務
員
　

立
野　

淳
子
（嘱）

産
業
建
設
課

課　
　

長
　

国
宗　
　

順

課
長
補
佐
　

米
本　

和
正

課
長
補
佐
　

須
々
木
珠
己

主　
　

幹
　

中
村　

信
也

主　
　

幹
　

山
本　

誠
治

主　
　

任
　

本
田　

健
治

主　
　

事
　

山
本　

喜
大

保
育
士
　

清
水　

洋
子
（嘱）

保
育
士
　

赤
畠　

直
子
（嘱）

保
育
士
　

柚
本　

葉
子
（嘱）

保
育
士
　

木
下
由
紀
子
（嘱）

保
育
士
　

藤
原
由
貴
美
（嘱）

保
育
士
　

霜
手　

美
範
（嘱）

保
育
士
　

草
地　

良
子
（嘱）

保
育
士
　

米
澤　

奈
緒
（嘱）

保
育
士
　

赤
松　
　

恵
（嘱）

保
育
士
　

中
村　

由
香
（嘱）

保
育
士
　

山
本　

敦
子
（嘱）

保
育
士
　

磯
山　

桃
子
（嘱）

保
育
士
　

石
原　

千
恵
（嘱）

保
育
士
　

真
木　

裕
子
（嘱）

保
育
士
　

下
原
美
智
子
（嘱）

保
育
士
　

杉
本　

亜
希
（嘱）

栄
養
士
　

先
本　

奈
未
（嘱）

調
理
員
　

芦
田
八
千
代
（嘱）

調
理
員
　

岩
佐　

晴
恵
（嘱）

調
理
員
　

見
手
倉
直
子
（嘱）

調
理
員
　

森
谷　

勝
代
（嘱）

調
理
員
　

杉
山　

育
代
（嘱）

園
務
事
務
　

影
山　

美
鈴
（嘱）

園
務
員
　

中
力
め
ぐ
み
（嘱）

旭
保
育
園

園　
　

長
　

足
立　

清
美

園
長
代
理（
補
佐
級
）　

大
森
佐
絵
子

主　
　

任
　

福
本　
　

亮

退 

職 

者

泉　
　

和
男（
教
育
長
）

髙
田
美
智
子（
住
民
課
・
課
長
）

畝
本　
　

一（
産
業
課
・
課
長
）

片
山　
　

智（
静
香
園
・
課
長
）

村
瀬　

智
子（
会
計
課
・
課
長
）

松
田
多
美
江

　
（
健
康
福
祉
課
・
課
長
補
佐
）

市　

喜
久
江

　
（
健
康
福
祉
課
・
課
長
補
佐
）

延
原
喜
美
恵

　
（
美
咲
中
央
小
学
校
・
主
幹
校
務
員
）

（
３
月
31
日
付
）
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みさき レポート

場所：役場第２分庁舎

ちゅうおう亀壽大学、１年の集大成披露
　２月15日㈪～17日㈬の３日間、ちゅうおう亀壽大

学作品展示会が初めて開催されました。ちゅうおう亀壽大学は65
歳以上の方が入校し、生涯学習の一環として園芸・川柳・絵手紙・
手芸・サックス歌声を学んでいます。
　今回はそれぞれの講座で学び、作成した作品を展示。休憩コー
ナーでお茶やお菓子も準備し、来場された方にはおもてなしの心
で接されました。作品を鑑賞し、来場者の方も元気をもらえるよ
うな展示会に。「また来年も開催したい」と運営委員会代表・國
米和江さんに話していただきました。

2/17

場所：柵原総合文化センター

第25回柵原文化協会芸能発表会
　大正琴や舞踊、詩吟、カラオケなどの発表が行わ

れ、会場には多くの観客が集まりました。技術ばかりでなく、衣
装や小物などにも凝っており、レベルが非常に高く、圧巻の舞台
でした。なかなか披露する機会がなく、大変楽しみにされ、この
発表会に懸けている方も多いそうです。
　今後は、文化協会会員の団体だけでなく、あまり発表する場の
ない団体にとっても発表の場になっていけばと会長の禾本さんは
お話しくださいました。

場所：岡山プラザホテル

森田義明さんが土地改良功労者表彰
を受賞！

　森田義明さん（和田北）が第57回土地改良功労者表彰を受賞さ
れました。森田さんは滝谷池の管理・水の分配などを行っている、
滝谷池土地改良区の理事を約40年続けられています。長年にわた
り地元のために努められた功績が認められ、今回の受賞となりま
した。

表彰

場所：柵原総合文化センター

新しい法被で消防団員募集呼びかけ
　美咲町消防団機能分団さく

ら隊が新しい年度に向けて、新たな消防団
員募集の呼びかけをしました。そこで目を
引くのが、さくら隊オリジナルの新しい法
被。消防庁の女性団員加入促進及び普及啓
発活動推進事業の委託を受け、さくら隊メ
ンバーでデザインを考え、作り上げました。
　今後は、団員の加入を促進すべく、この
法被を着て積極的に広報活動を行っていく
予定です。

2/24

2/28
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場所：町内中学校・小学校・保育園

みなさん、ご卒業おめでとうございます
　町内の中学校で３月15
日㈫、小学校で18日㈮に
卒業式、保育園で25日㈮
に卒園式が行われまし
た。
　旭中学校の卒業式で
は、卒業生から「学んだ
ことを忘れずに成長して
いきたいと思います」と
未来への思い、感謝の言
葉がご家族、在校生、先
生方、地域の方々へ贈ら
れました。

美咲中央V.B.C大活躍！！
◆第２回　津山北ウィンターカップで優勝
　２月21日㈰、津山市バレーボール協会津山北

教室主催により、津山市立一宮小学校で開催されました。予
選は相手の得点をすべて１ケタにおさえ決勝トーナメント
へ。決勝トーナメントでも全てストレートで勝利し、優勝し
ました。

◆第３回　かめっちカップで優勝
　２月28日㈰、加美スポーツ少年団・美咲中央V.B.C主催に
より、中央総合体育館と中央中学校体育館で盛大に開催され
ました。県内外を含め総勢20チームが参加。熱戦が繰り広げ
られ、見事優勝を果たしました。

バレー

問こども課　☎0868・66・1215（ワンワンクラブ）
　柵原総合支所住民福祉課　☎0868・62・1111（柵原乳幼児クラブ連合会）

町内母子クラブ、乳幼児クラブのご案内
　町内には、中央地域にワンワンクラブ、柵原地域に柵原乳幼児クラブ連合会が組織されています。
　乳幼児期のお子さんをお持ちの方で「お友達がほしいな」「子どもの遊び場がほしいな」と思われている方がい
らっしゃいましたらぜひ参加してみてください。
　同年代の子どもをもつ親同士の情報交換の場になる
ことはもちろんのこと、子育ての悩み事なども相談し
あえる楽しい場となっておりますので入会をお待ちし
ております。
　活動の様子として、３月12日㈯に柵原総合文化セン
ターで初めて行われた、みさきおやこひろば「ほっと・
るーむ」をご紹介します。
　万華鏡や紙コップでカラフルいもむし作りなどたく
さんのおもちゃを手作りしたり、遊具で遊んだり。子
どもだけでなく、親も楽しい場に。同時に親や子たち
のつながりをつくる場ともなりました。保育園に通っ
ていない、母子クラブなどにも入っておらず情報がほ
とんど入ってこない親のつながりをつくるという大き
な目的もあり、今後も定期的に開催される予定です。

子育て

≪卒業者数≫
中央中学校（46名）
旭中学校（18名）
柵原中学校（38名）
加美小学校（27名）
美咲中央小学校（30名）
旭小学校（18名）
柵原西小学校（37名）
柵原東小学校（19名）
中央かめっこ保育園（43名）
旭保育園（15名）
柵原西保育園（15名）
柵原東保育園（8名）

▲かめっちカップで優勝したときの美咲中央V.B.Cの皆さん

▲旭中学校卒業式

卒業式
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みさきレポート

◆
池
上　

秀
代
さ
ん
（
新
城
）

　

池
上
さ
ん
は
新
城
で
生
ま
れ
、
育
ち
ま
し

た
。
28
歳
の
と
き
に
ご
結
婚
さ
れ
、
戦
争
中

は
朝
鮮
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
戦
後
、
新

城
に
帰
り
、
娘
が
誕
生
。
ご
両
親
と
畑
仕
事

を
し
て
働
き
ま
し
た
。

　

歳
を
重
ね
ら
れ
て
か
ら
は
、
高
齢
者
教
室

で
短
歌
や
俳
句
を
習
っ
た
り
す
る
な
ど
楽
し

み
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
現
在
で
も
新
聞
社

に
得
意
の
俳
句
を
投
稿
。
賞
に
も
輝
か
れ
て

い
ま
す
。

　

誕
生
日
会
当
日
に
は
、
孫
家
族
も
来
て
お

祝
い
。
曾
孫
お
二
人
に
優
し
く
微
笑
み
か
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

百
歳
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

場所：役場第２分庁舎

国勢調査にご協力いただきありがとうございます
　感謝状は、国勢調査の業務に３回以上従事

し、円滑な調査の実施にご尽力された方に総務省統計局長
より贈られるものです。今回、美咲町では52名の方が受賞
されました。伝達式に出席されたのは19名で、定本町長か
ら感謝状が手渡されました。
　受賞された方は次のとおりです。（敬称略、順不同）

平成27年調査に従事した職 氏　　名

指　導　員
延原　幸子 岩野　匡子
小島　研二 森本　一雄
大釜　幸士

調　査　員

野木　洋子 山本　敦子 森谷　　豊 花房　信裕 野村　弘 赤木　克己
延原　次美 青木　一郎 田路　勝子 赤木　貴子 上本百合香 山本加代子
海内　笑子 本田　悦子 大倉　君枝 篠原　征子 飯田　健二 森岡　洋省
大﨑　雅之 大倉　正喜 武本　勝嘉 桑井　久志 明石　満男 大野木俊之
定本　義和 森淵　福重 氏平　春江 時澤　幸生 西坂　安彦 相原　猛雄
平賀　義男 岡田　康則 稲谷　豊子 野條　博子 尾島　武利 江見　文男
妹尾　知興 鳥越多恵子 秋山　晃寛 赤堀惠美子 米本　吉憲 小田　睦生
山下　　修 福井　律子 高山　晴男 畑口　聡明 井口　順壹

場所：役場本庁舎

新規就農者奨励金授与式
　町内で新たに農業に従事し、将来にわたり専業と

して農業経営を続けていこうとする方に対して奨励金を支給する
もので、今年度は花壇苗を育苗販売されている黒瀬隆行さん（打
穴下）、水稲とぶどうの栽培をされている武村年充さん（江与味）
の２名に贈られました。
　黒瀬さんは現在、父とハウス栽培を中心とした共同経営を行っ
ており、将来的には経営を継承し、美咲町の名のように美しく咲
く花作りをしていきたいと語られました。武村さんは、将来的に
ぶどう栽培だけで安定した経営を目指し、また限界集落に新しい
就農者が参入できるよう頑張っていきたいと語られました。

3/1

▲定本町長から奨励金を授与される
　武村さん（右）と黒瀬さん（左）

3/1
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「
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
」
で
は
、
広
報
誌
で

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
皆
さ
ん
の
周
り
の
身
近

な
出
来
事
、
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
町
政
へ

の
疑
問
や
質
問
、
町
が
進
め
て
い
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
案
、
ま
た
イ
ラ

ス
ト
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
は
が
き
は
、
各
課
へ
届
け
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
は
が
き

で
つ
く
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
内
容
は
何
で
も
結

構
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
は
が
き
に
は
、
必
ず
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
今
回
初
め
て
申
告
に
行
か
せ
て
い
た
だ
い

た
者
で
す
が
、「
申
告
相
談
日
程
表
」
が
と

て
も
解
り
に
く
か
っ
た
で
す
。（
土
）（
日
）

ま
た
は
（
土
）
が
抜
け
て
い
て
よ
く
見
な
い

と
誤
っ
て
行
く
感
じ
で
し
た
。

　

来
年
か
ら
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
の
表

を
希
望
い
た
し
ま
す
。
休
み
は
、
網
掛
け
に

な
っ
て
い
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
美
咲
町
民　

Ａ
さ
ん
）

【
回
答
】

　

ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表
が

わ
か
り
に
く
か
っ
た
こ
と
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

度
は
ご
提
案
い
た
だ
い
た
と
お
り
、
カ
レ
ン

ダ
ー
ど
お
り
の
わ
か
り
や
す
い
表
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

よ
り
読
み
や
す
い
広
報
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
よ
ろ
し
く

お
願
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
係
）

◆
広
報
紙
３
月
号
に
あ
り
ま
す
、
み
ん
な
の

声
を
紙
面
で
紹
介
す
る
と
言
う
企
画
は
改
善

施
策
と
し
て
歓
迎
し
ま
す
。
改
善
策
に
追
加

し
て
い
た
だ
き
た
く
次
の
２
点
を
提
案
し
ま

す
。

１
．
提
案
、
意
見
に
対
し
て
は
掲
載
す
る

だ
け
で
な
く
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
回

答
が
「
検
討
し
ま
す
」
の
場
合
は
、
検
討

結
果
を
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
の
は
私
ど
も
の
方
で
す
。

最
近
は
ほ
と
ん
ど
回
答
が
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。

２
．
年
度
ご
と
に
集
計
し
、
ど
の
よ
う
な

提
案
、
意
見
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
結
果
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
改
善
し

て
行
く
の
か
を
報
告
願
い
ま
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
で
す
。 　
　
　
（
中
央
地
域　

Ｋ
さ
ん
）

【
回
答
】

１
．
に
つ
い
て

　

３
月
号
で
掲
載
し
た
と
お
り
、
回
答
で
き

て
お
ら
ず
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

提
案
・
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報
紙
面
を

中
心
に
回
答
し
ま
す
。
ま
た
、
各
担
当
課
か

ら
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

２
．
に
つ
い
て

　

年
度
集
計
結
果
に
つ
い
て
も
報
告
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
情
報
交
通
課
長　

遠
藤
）

◆
友
清
・
簗
瀬
地
区
「
こ
ろ
ば
ん

サ
ロ
ン
」
が
１
年
経
ち
ま
し
た

　

友
清
・
簗
瀬
地
区
で
は
、
平
成
26
年
度
後

半
の
「
こ
ろ
ば
ん
公
民
館
」
を
引
き
継
い
で
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
毎
月
１
回
第
２
木
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
半
程
度
で
「
こ
ろ

ば
ん
サ
ロ
ン
」
を
始
め
ま
し
た
。
申
込
者
は

限
定
せ
ず
募
集
し
、
申
込
人
数
は
37
人
、
１

年
間
を
通
し
た
平
均
参
加
人
数
は
25
人
で
し

た
。

　
「
こ
ろ
ば
ん
サ
ロ
ン
」
で
は
最
初
15
分
間

程
度
こ
ろ
ば
ん
体
操
と
ゲ
ー
ム
を
し
、
あ
と

は
お
茶
と
お
菓
子
で
談
話
を
し
て
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
話
を
聞
く
と
、
家

で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ

こ
に
来
て
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
の
が
楽
し
く

て
、
こ
ろ
ば
ん
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
喜
ん
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

１
年
経
っ
た
３
月
10
日
、
お
雛
ま
つ
り
を

兼
ね
て
、
こ
ろ

ば
ん
サ
ロ
ン
の

１
年
目
の
お
祝

い
を
し
ま
し
た
。

こ
ろ
ば
ん
サ
ロ

ン
の
参
加
者
は

入
院
も
せ
ず
全

員
元
気
で
、
体

も
心
も
健
康
に

１
年
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

み
ん
なの
声

差出有効期間
平成29年
3月31日まで

（切手は不要です）

7 0 9 3 7 9 0料金受取人払郵便

岡山中央局
承　認
7065

岡山県久米郡美咲町原田1735
亀甲郵便局私書箱２号

係行

美咲町役場 情報交通課内

郵 便 は が き

７ ０ ９ ３ ７ ９ ０ 11

〒　　ー住　所

氏　名

電話番号
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「学びプラン
」

平成27年度評価結果（記述内容の一部を紹介しています）
施
策 具体的な取組 内　部　評　価

（教育委員会事務局職員）
外　部　評　価

（教育振興基本計画策定委員）

学　

び　

プ　

ラ　

ン

学
力
向
上

1

基礎基本及び聞く力話
す力を伸ばす。
足並みを揃えての授
業改善。

基礎基本については成果が見
られるが活用力については不十
分。授業改善スタンダードは全
校で取り組んでいる。

•学力向上には徹底と継続が不可欠。町学
力向上推進連絡会を中心に町をあげて取
り組んでいただきたい。
•学力は以前より向上しているかも知れな
いが不登校、暴力が増加していることの方
が気になる。
•家庭環境の改善が必要。

2

落ち着いた学校生活
のため心理検査の活
用や毎月の点検と支援
を実施。

全校で検査を実施し学級経営等
に活かしている。落ち着きに欠
ける場面や不登校の子ども達へ
の支援が課題となっている。

3

家庭学習に平日１時間
以上取り組む子どもの
割合を、２月調査を５
月の10％改善。

平日1時間以上の家庭学習実施
が小学６年で64.9％が69.2％
に、中学３年で52.6％が80.8
％に改善されている。

し
つ
け
支
援

4
教育委員会事務局職
員による挨拶運動を年
３回実施。

学校、保護者の挨拶運動に職
員で手分けして各校３回ずつ参
加。日常の取組を支援する必要
がある。

•学習意欲と生活意欲は密接に関係してい
る。あいさつ、早寝早起きと年齢に応じた
子ども達の「家事分担」をPTAにも啓発し
各家庭で取り組んでもらいたい。
•メディア問題は子どもだけでなく大人も子
どものお手本になるような姿勢で取り組ま
なければ効果が上がらない。
•9時以降にスマホを使用している割合が5
月調査で中3が67.0%（2月は76.5%）
は大きな問題。中学生自身の問題として充
分議論していく必要がある。

5

ぱっちりモグモグ運動
（早寝早起き朝ご飯）
を全保育園、小中学校
で実施。
アウトメディア２月調
査を５月の20％改善。

点検活動は全校実施。スマホ
等使用１日１時間未満は小６が
87.8％→96.0％、中３が49.5
％→60.3％に改善。スマホ等の
夜９時までの利用制限は、６年が
80.9％→74.4％、中３が33.0
％→23.5％に後退した。

読
書
推
進

6

家庭読書推進
親子10分間読書に取組
み、1日30分以上読書
する児童の割合を２月調
査を５月の10％改善。

ブックスタート事業は達成。1日
30分以上の家庭での読書は、小
６が36.6％→29.9％、中３が
35.1％→35.7％、に推移。小４
～中３までは1ポイント後退した。

•家庭読書をもう少しがんばって欲しい。
•中学3年生が家庭で1日30分以上読書の
35%は素晴らしい。
•各校園で読み聞かせが行われている。良書
を読み聞かせるために福田基金等の有効
活用を進めたい。図書館職員の研修を増
やしスキルアップを望む。

7
学校読書推進
全校読書や書物の内容
の説明活動を実施。

朝や昼の読書は全校で実施。平
素30分以上読書できたという
４月の回答は小６で32.7％（国
38.2％）、中３で25.2％（国
31.4％）。

8
図書館職員の研修
を年１回、講演を年１
回実施。

県立図書館協会の研修会に参加
し研修。毎月１回町内図書館司
書の会議等も行っている。

美咲町教育振興基本計画 •生涯学習課
•教育総務課

　平成24年度からスタートした美咲町教育振興基本計画が4年目を終え、5年目に入りま
す。この計画は、「自立、共生、郷土を愛する心」の資質を身につけた美咲町の人づくり
のため「学びプラン」「つながりプラン」「夢育みプラン」の３つの
計画を推進しています。今月は、1番目の「学びプラン」の進ちょ
く状況について紹介します。

 
意ごのてっなに覧ご 育教、どな想感ご・見 課務総育教会員委 

8680話電（ - 66 - ）3782
 

。いさだくせか聞おに

▲児童に読み聞かせをする中学生

◀集中して授業に
取り組む児童

22



平成８年４月に開館して今月で20年になります。
今回は20年の歴史とこれからの企画についてお知らせします。

美咲町立さつき天文台はおかげさまで20周年

どうして、美咲町に天文台をつくったのですか
　平成６年に環境省の主催する全国スターウォッチ
ング（夜空の美しさを競う大会）で、美咲町が全国
９位になりました。そこで、この素晴らしい自然環
境を広く町民に、さらには全国に知ってもらおうと
いう計画が持ち上がり、町内で星空観測に適した場
所を探した結果、柵原中学校の北東約200ｍの高台
に天文台を設置することになりました。

どんな設備があるのですか
　メインの望遠鏡は県北最大の直径50㎝の鏡を使
った反射望遠鏡です。これを使うと木星の縞模様や
土星の環の 間などが良く見えます。また、星雲や
星団など比較的暗い天体も観測することができます。
望遠鏡をのぞいた人は遠い宇宙の神秘を体験するこ
とができます。その他にサブ望遠鏡として25㎝反射
望遠鏡や15㎝と10㎝の屈折望遠鏡を備えています。
これらの望遠鏡を使えば、スマートフォンやデジタ
ルカメラで星の撮影にチャレンジできます。
　また、高性能の15㎝の双眼鏡（40倍）があり、こ
れを使えば月のクレーターが目の前にあるように見
たり、二重星が美しい光を放つ宝石のように見えた
りします。

どんな活動をしてきたのですか
　これまで、火曜日は団体予約にそして天候が良け
れば毎週土曜日に開館をしてきましたが、その他に

主な公開イベントとして
•お正月に地元の皆さんと天文台開き
•秋には、ススキの穂を飾って中秋の名月観望会
•平成９年３月９日　部分日食観測会
•平成９年３月29日～30日　星を見よう会（全国の
星仲間が集合し南和気荘に一泊しました）
•平成23年12月　皆既月食観測会
•平成27年８月　夏休みＫＩＤＳスクール開校
などを実施しました。また、夏休みの期間には町内
をはじめ県南からも学校や子供会の団体予約があり、
夏の星空の観測会を実施しました。

今後の予定はどうなっていますか
　今年度は開設20周年ということで様々な企画を用
意しています。
•夏休みに望遠鏡を作ろ
う（簡単な望遠鏡を作
って星を見てみよう）
•天文カフェ開催（望遠
鏡の使い方、天体写真
の撮り方などを知ろう）
•太陽の観測（黒点やプ
ロミネンスを見よう）
•ペルセウス座流星群を
見よう（お盆の頃に観
測できる流星群で、今
年は比較的見やすい条
件です）

　これまでの来館者の中には、さつき天文台で星を見たことがきっかけで、天体観測が大好きに
なり大学の理学部へ進学し、卒業論文に難しい天文現象について執筆したというファンもいます。
　さあ皆さんも、さつき天文台で全国に誇れる本当に美しい星空を体験してください。そして、
皆さんのご意見も聞かせてください。

問さつき天文台　下谷347-6 ☎0868･62･0120　 開館日／火曜日（団体予約のみ）・土曜日　 開館時間／19時30分～22時

星だより
Vol.98

▲平成8年4月20日　さつき天
文台落成式

▲平成9年3月29日　星を見よう会

▲さつき天文台指導員
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「みてよ
　ぴかぴかランドセル」

　あまん　きみこ　文
　西巻　茅子　絵
　福音館書店

　もうすぐ１年生のかこちゃ
ん。かってもらったばかりの
赤いランドセルをせおって、
ごきげんにでかけます…。

「アレルギーっ子の入園・
　 入学安心マニュアル」

佐守　友仁　著
農山漁村文化協会

　給食、体育、あそびから緊
急時の対応まで、アレルギ
ーを持つ子どもが注意して
おかなければならないこと
をまとめています。

「定年女子」
岸本　裕紀子　著

集英社
　まだ老後には早い活動
的な60代は、何をしたいの
か、どう動くのか。様々な女
性の証言からその後を切り
拓く知恵を紹介していま
す。

4/16㈯～5/16㈪
日 月 火 水 木 金 土

4/16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
5/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16

■は休館日です。　開館時間／午前10時～午後６時

ホームページはこちらから
ご覧になれます。

図書館カレンダー
「美咲町立図書館」で検索してください。
検索・予約もできます。
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４月29日は開館記念日です
　４月30日㈯～５月１日㈰に本を借りられた方に、開館記念の粗品
をプレゼントいたします！（数に限りがあります。）

【おはなしどんぐりころころ会☆開館記念スペシャル】
　● と　き：５月７日㈯　午後２時～
　● ところ：視聴覚室

　　・ブラックシアター　「アラジンと魔法のランプ」
　　・絵本の読み聞かせ
　　・マジック
　　　そのほか、楽しい内容が盛りだくさん！

5/5㈭
映画上映会
　「こま撮りえいが　こまねこ」
とき：午前10時30分～
　　　（上映時間60分）

雑誌のラインナップが変わりました
新しく入った雑誌（４種）
　●「婦人公論」（中央公論新社）
　●「現代農業」（農山漁村文化協会）
　●「日経トレンディ」（日経BP出版センター）
　●「子供の科学」（誠文堂新光社）

※これにともない購入を停止
した雑誌もあります。

4/23㈯
おはなしぐんぐんキッズ
ところ：こどもコーナー
と　き：午後２時～
絵本の読み聞かせ・工作　など

こどもえいが会を開催します
映画「めいたんてい ラスカル
　　　　　きえた  おはなの  なぞ」（上映時間約30分）
　● と　き：５月５日㈭　午後２時～
　● ところ：２階会議室

4/16㈯、23㈯、24㈰
映画上映会「かわいいミッフィー」
ところ：視聴覚室
と　き：午前10時10分～/午後２時～
　　　　（上映時間約35分）

各戸に配布していたこれまでの「としょかんだより」に代わり、「図書館だより」のページができました。ご愛読
をよろしくお願いします。新刊案内は各図書館で別途ご用意いたしますのでそちらをご覧ください。

【あらすじ】
　「めいたんてい ラスカル」は、見習いラスカルが名探偵
ポーおじさんと一緒に世界中をとびまわり、ふしぎな事件
を解決していく物語。ラスカルの活躍をお楽しみに！

旭図書館
 美咲町西川1001-7
 ☎ 0867・27・9012
 FAX 0867・27・9013

中央図書館
 美咲町打穴下448-4
 ☎ 0868・66・7151
 FAX 0868・66・7152

柵原図書館
 美咲町書副180
 ☎ 0868・64・7055
 FAX 0868・64・7547

参加のお子さま
にはプレゼント
があります

5/7㈯
おはなしPONちゃん
とき：午前10時30分～
読み聞かせ
工作教室「スイスイこいのぼりをつくろう」
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料金表示のないものは原則無料です。問い合わせは各見出しの問い合わせ先へお願いします。暮らしの情報
3月1日～3月28日

事故
町内交通事故（人身事故） １件

火　　災
 建物火災 ０件
 その他火災 １件

人の動き
3月28日現在。（　）内は前月比。

人　口 15,027人（－29）
男性 7,184人（－8）
女性 7,843人（－21）

世帯数 6,248世帯（－2）

～14歳 1,661人 11％
15歳～64歳 7,574人 50％
65歳～ 5,792人 39％

役場の電話番号
役場本庁　代表 0868-66-1111

総務課 66-1111
まちづくり課 66-1191
情報交通課 66-1112
税務課 66-1113
住民課 66-1114
健康福祉課
　健康医療班 66-1115
　介護保険班 66-1115
　健康づくり班 66-1195
　地域福祉推進班 66-1119
　地域包括支援センター 66-1119
こども課 66-1215
上下水道課 66-3084
産業建設観光課（代表） 66-1118
会計課 66-3080
議会事務局 66-1128
旭総合支所　代表 0867-27-3111

住民福祉課 27-3111
産業建設課 27-3116
柵原総合支所　代表 0868-62-1111
住民福祉課 62-1114
産業建設課 62-1116
教育委員会　代表　0868-66-2873
教育総務課 66-2873
生涯学習課 66-3086
福祉事務所　代表　0868-66-1129

児童福祉週間
（５月５日～11日）

問 こども課☎0868･66･1215
＜平成28年度児童福祉週間標語＞
その笑顔　未来を照らす　道しるべ
　すべての子どもが家庭や地域で豊
かな愛情に包まれ、夢と希望をもっ
て未来の担い手として、個性豊かに、
たくましく育っていけるような環
境・社会をつくっていくことが重要
です。
　どのような社会が理想なのか、子
どもたちの一人ひとりがそれぞれの
意志で新しい未来を築いて行こうと
する取り組みを進めていくこと、そ
して、それを応援する環境を整備し
ていくことも求められています。
　子どもや家庭、子どもの健やかな
成長について国民全体で考えること
を目的に、毎年５月５日の「こども
の日」から１週間を「児童福祉週間」
と定めて、児童福祉の理念の普及・
啓発を行っております。

警察では爆弾テロ未然防止
を図っています！

　何か日常生活で「おかしい」と感
じることがありましたら、警察にご
連絡お願いします
■事例　平成25年４月
　米国で開催中のボストンマラソン
で爆弾テロ事件が発生。（３人が死
亡、200人以上が負傷）テロ組織と
は直接関わりのない個人が過激化し
てテロを引き起こした「ローンウル
フ」型テロと呼ばれ、各国で発生が
懸念されています。
■爆弾について
　爆発物の原料となりうるものは薬
やホームセンターなどで購入できま
す。日本でも市販のものから爆発物
を製造する事案が発生しています。
　爆発物の原料となる11品目を重点
として、販売事業者等に対し、以下
のことを要請しています。

●販売時における本人確認の徹底
●盗難防止等の保管・管理の強化
●不審な購入者に関する情報の通報
化学物質11品目
≪毒劇物法指定物質≫①過酸化水素
水②塩酸③硫酸④硝酸⑤塩素酸カリ
ウム⑥塩素酸ナトリウム
≪その他の指定物質≫①尿素②硝酸
カリウム③アセトン④硝酸アンモニ
ウム⑤ヘキサミン
　爆発物の原料となる農薬や薬品類
を明確な理由がないのに大量に購入
したり、所有する者を知っている又
は見かけたときはお知らせください。
皆様のご理解とご協力をよろしくお
願いします。

お詫びと訂正
美咲町暮らしの便利帳
お詫びと訂正について

　３月に配布しました暮らしの便利
帳に誤りがありました。関係者の皆
様には多大なるご迷惑をおかけしま
した。訂正するとともにお詫び申し
上げます。
■Ｐ２下段　有本観光バス株式会社
　広告内容のバスの写真に印刷ミス
がありました。
■Ｐ８　美咲町役場庁舎案内地図内
のポイント
（誤）亀甲診療所
（正）亀乃甲診療所
■Ｐ55上段中　石原歯科医院広告
内容
土曜外来受付時間
（誤）9：00～17：00
（正）9：00～13：00、14：00～17：00
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納期
納期（５月２日）

■固定資産税

町営・町有住宅
町営・町有住宅入居者募集

申・問 住民課☎0868･66･1114
旭支所住民福祉課☎0867･27･3111
柵原支所住民福祉課☎0868･62･1111
■募集住宅　旭地域　町営住宅「な
かよし住宅」１戸、町営住宅「夢清水」
１戸、柵原地域　町営住宅「吉ケ原
住宅」（事故住宅）１戸、町有住宅「や
なはら住宅」13戸
■募集期間　４月20日㈬まで

相談
なやみごと・行政・心配ご
と相談

　役所の仕事、相続・登記、金銭契約、
家庭内の問題、いじめや差別、その
他心配ごとについてご相談ください。
相談は無料で秘密は厳守されます。
問 住民課☎0868･66･1114
旭支所住民福祉課☎0867･27･3111
柵原支所住民福祉課☎0868･62･1111

なやみごと・行政・心配ごと相談
■日時　４月22日㈮  13：00～16：00
■場所　柵原総合文化センター
■相談員　人権擁護委員・行政相談
委員・民生委員・身体障害相談員

なやみごと・行政・心配ごと相談
■日時　５月13日㈮  10：00～15：00
■場所　中央保健センター
■相談員　人権擁護委員・行政相談
委員・民生委員・身体障害相談員

健康・子育て
問 健康福祉課健康づくり班
☎0868･66･1195

４月19日㈫　実施13：30～17：00
■こころの健康相談
旭保健センター

５月12日㈭　受付12：00～13：00
■へき地巡回検診
北コミュニティセンター

お知らせ
「美咲町マスコットキャラクター」
デザイン選考結果発表

■美咲まちおこしプロジェクトと
は？
　地域のまちおこしや、行政との協
働による活動を行うことで、次世代
に幸せつながる夢あるまちづくりを
目指し活動を行っている団体です。
■選考結果
　美咲町をより元気に、また町の魅
力を広くＰＲする「マスコットキャ
ラクター」を制作するため、デザイ
ンの募集をしました。町内外より
257名の方からご応募をいただきま
した。
　選考委員会において最優秀作品１
点、優秀作品３点を決定いたしまし
たので発表します。
【最優秀作品】
　川口未沙妃さん（長崎県長崎市）
【優秀作品】
　伊狩　智子さん（美咲町南）
　壷阪　隼翔さん（美咲町飯岡）
　松田　真知さん（美咲町打穴下）
　なお、最優秀作品を原案として着
ぐるみを現在作成中！発表は、平成
28年５月８日㈰に開催される「第６
回みさき町民大運動会」でご披露さ
せていただきます。
　皆様から多数のご応募をいただき、
誠にありがとうございました。

こんにちは、
北和気郷土資料館です

問 北和気郷土資料館（館長：福井正）
☎0868･64･0801
■北和気郷土資料館のご案内
開館日時：10：00～15：00（日曜日・
休日の翌日は休館）
展示：【１階】絵画・書・写真・人
形などの作品展示【２階】民俗資料・
歴史資料・雛人形などの常設展示
■百々人形探しています！
　当資料館では、昭和８年頃から作
られていた土人形の郷土玩具「百々
人形」約200点余りを展示保存して
います。百々の福田弘一さんによっ
て作られ始め、中西熊夫さんたちに
よって昭和の終わり頃まで継承され
ました。現在は、百々人形保存会が
収集・保存・人形作りを続けています。
　もし、お手元に古い人形がありま
したらご一報ください。写真で記録
として保存します。また、寄贈して
いただける物があれば、資料館に陳
列してご紹介します。

岡山県精神保健福祉センター
事務所移転のお知らせ

　平成28年３月28日から下記に移転
しました。愛称は「メンタルセンタ
ー岡山」です。
■所在地　岡山市北区厚生町３丁目
３番１号（☎086･201･0850）
■こころの電話相談　☎086･201･0828
（月･水･木　9：30～12：00、13：00～
16：00）
■自殺予防情報センター
☎086･224･3133
（火･金　9：30～12：00、13：00～16：
00）
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暮らしの情報

開催（参加者募集）
ウォーキング大会

　新緑の風景が広がる中を軽快にウ
ォーキングしませんか。多くの皆さ
んのご参加をお待ちしております。
問 生涯学習課☎0868･66･3086
■日時　５月１日㈰
9：00受付、9：30開会
■会場　ふれあい農園選果場（美咲
町連石）
■コース　ぶどう台地・天文台周遊
コース（美咲町連石下谷地区・約５
キロ）
２時間のコース
■参加費　大人　　　　300円
　　　　　小学生以下　200円
■申し込み　不要
■その他　雨天時中止。
※中止の場合は告知放送でお知らせ
します。
■主催　美咲町スポーツ推進委員会
柵原支部

小学校～高校生のための
夏休み海外研修

　体験を通して、お互いの理解や交
流を深め、国際性を養うことを目的
に実施。一人で参加、初めて海外へ
行かれる方が多く、全国から参加す
る友達との出会いも楽しみのひとつ
です。
問 公益財団法人　国際青少年研修
協会（内閣府　公益認定委員会認定）
☎03･6417･9721
FAX：03･6417･9724
E-mail：info@kskk.or.jp
ホームページ：http://www.kskk.
or.jp
≪説明会（会場：岡山）≫
■日時　５月15日㈰　10：00～11：30
■場所　岡山国際交流センター（会
議室３）　☎086･256･290
■入場　無料、予約不要
≪海外研修≫

■内容　ホームステイ・ボランティ
ア・文化交流・学校体験・英語研修・
地域見学・野外活動など
■派遣先　イギリス・オーストラリ
ア・カナダ・サイパン・シンガポール・
フィジー・フィリピン・モンゴル
■日程　７月22日㈮～８月14日㈰　
８日間～18日間　※コースにより異
なる
■対象　小学３年生～高校３年生ま
で　※コースにより異なる
■参加費　25～69万円
■締め切り　５月26日㈭および６月
９日㈭　※コースにより異なる
■資料請求　国際青少年研修協会

行事
憲法週間行事（５月１日～
７日）

　５月３日は憲法記念日です。裁判
所、検察庁、法務局及び弁護士会で
は、下記の事業を行っております。
申・問 ①・②岡山地方裁判所事務
局総務課広報係　☎086･222･6771
（内線3222）　③岡山地方検察庁企画
調査課　☎086･224･5867
① 無料法律・人権相談所の開設
≪津山地区≫
■日時　５月６日㈮　10：00～12：00
■場所　岡山地方・家庭裁判所津山
支部会議室
■内容　土地、家屋、交通事故、金
銭の貸借、離婚、相続、人権、子ど
もの非行・人権、登記などの法律問
題
■申し込み　事前申し込みは不要
■担当　岡山弁護士会、岡山地方法
務局
②裁判員裁判用法廷の見学、裁判の
傍聴等
■見学　随時受け付け。事前に人数
や時間をご相談ください。
■傍聴　ご自由にできます。団体で
の傍聴は事前にご相談ください。
③検察庁の見学

■見学　随時受け付け。事前に申し
込みが必要です。

募集
自衛官募集

問 自衛隊岡山地方協力本部津山出
張所　☎0868･22･5637
■募集種目
•技術海上幹部　•技術航空幹部
•技術海曹　　　•技術空曹
•自衛官候補生（男子）
■応募資格
【技術海上・航空幹部】
　理工学に関連した技術の業務経験
がある者
【技術海曹・技術空曹】
　国家免許資格等を有する者（細部
につきましては、ご確認ください）
【自衛官候補生（男子）】
　18歳以上27歳未満の者
■受付期間　４月22日㈮～５月13日
㈮　締め切り日必着
※自衛官候補生（男子）は通年で募
集しています。
■試験日
【技術海上・航空幹部】６月27日㈪
【技術海曹・技術空曹】６月24日㈮
■試験場
　試験場、受験番号等は別途、各人
に通知します。
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4月16日～5月15日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

4/16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 昭和の日 29 30

5/1 2 憲法記念日 3 みどりの日 4 こどもの日 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15
※行事名の前に☆印のあるものは柵原星の里スポレク倶楽部主催行事、◇印のあるものは夢咲クラブ主催行事　　※（　）は会場、〔　〕は内容

映画上映会
（柵原図書館）

ちゅうおう亀寿大学
開講式・第1回全体
講座
（第2分庁舎）
こころの健康相談
（旭保健センター）

☆ポーセラーツ教室
（柵原総合文化センター）

木工教室
（ふれあい木工所）
保育参観日・保護者
会総会
（中央かめっこ保、旭保）

参観日
（加美小）
おはなしぐんぐん
キッズ
（中央図書館）
映画上映会
（柵原図書館）
〔～24日〕

みさきっこたいいく
教室開講式
（中央総合体育館）

保育参観日・
保護者会総会
（柵原西保）

保育参観日・
保護者会総会
（柵原東保）

こどもえいが会
（中央図書館）
映画上映会
（旭図書館）

木工教室
（ふれあい木工所）

おはなしPONちゃん
（旭図書館）
開館記念スペシャル
☆おはなしどんぐり
ころころ会
（柵原図書館）

みさき町民大運動会
（中央運動公園多目的広場）

マザースクール
（第2分庁舎）

柵原ふれあい学級
（柵原総合文化センター）

ちゅうおう亀寿大学
園芸講座
（第2分庁舎）
柵原かしの実大学
（柵原総合文化センター）

へき地巡回検診
（北コミュニティセンター）

木工教室
（ふれあい木工所）
苫田・久米郡中学校
総合体育大会
（全中学校）
〔～14日〕

月　日（曜日） 当番医名 住　　　所 電話番号
４月１７日（日） 近藤クリニック 久米南町下弓削389－1 086・728・3233
４月２４日（日） 関医院 美咲町原田1732－1 0868・66・1155
５月　１日（日） 柵原病院 美咲町吉ケ原992 0868・62・1006
５月　８日（日） 河合医院 久米南町神目中794－6 086・722・3131
５月１５日（日） 亀乃甲診療所 美咲町原田3154－1 0868・66・1000

■診療時間は、午前9時から午後5時までです。
■当番医は、変更になることがありますので、告知放送の定時放送で再度ご確認いただくか、また、直接当番の医療機関に電話でご確認ください。

日曜日当番医 日曜日当番医は、久米郡医師会にお願いし、日曜日の急患に対応するため、受診していただいて
おります。
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死
亡
届
を
他
の
市
町
村
へ
出
さ
れ
た
方
で
、

告
知
放
送
・
新
聞
・
広
報
み
さ
き
へ
掲
載

希
望
の
場
合
は
、告
別
式
の
前
日
午
後
５
時

ま
で
に
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

•

埋
葬
許
可
証

•

死
亡
報
告
書
（
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う（
敬
称
略
）

◆
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す（
敬
称
略
）

打
穴
上　
　

渡
邊
美
代
子　
　

八
四

江
与
味　
　

大
釡　

信
夫　
　

八
五

両
山
寺　
　

山
﨑　

子　
　

九
三

下　

谷　
　

⻆
南　

強
夫　
　

九
三

西　

幸　
　

直
原　

松
子　
　

八
八

西
垪
和　
　

黒
瀬　

豊
子　
　

九
二

錦　

織　
　

寄
元　

英
俊　
　

八
三

西
垪
和　
　

矢
木　

綾
子　
　

九
八

小　

原　
　

青
木　

子　
　

九
四

久　

木　
　

田
中　

時
子　
　

八
〇

打
穴
里　
　

友
定　

富
子　
　

九
二

西
川
上　
　

眞
木　

惠
子　
　

七
〇

周　

佐　
　

川
上　

勘
一　
　

九
一

原　

田　
　

平
牧　

秀
子　
　

九
四

打
穴
上　
　

池
上　
　

隆　
　

八
五

上　

口　
　

氏
平
惠
美
子　
　

八
六

中
垪
和　
　

柴
田
壽
美
惠　
　

九
〇

江
与
味　
　

富
田　

菅
夫　
　

八
三

西
垪
和　
　

黒
田
あ
や
子　
　

九
二

藤　

原　
　

岡
田　

吉
弘　
　

八
〇

塚　

⻆　
　

藤
井　

滿
重　
　

九
二

西
垪
和　
　

柴
田　
　

曻　
　

八
八

　

南　
　
　

河
井　

ト
キ　
　

八
九

お悔やみのテレビ放送について
　死亡届提出時にテレビを希望された方の葬儀日程を、葬儀の当日までテレビの文字放送で確認することができます。12チャンネルで
dボタンを押して、おくやみのジャンルを見てください。おくやみの放送がない場合は、おくやみのジャンルは表示されません。

戸籍の
窓口

錦　

織　
　

森
岡　

颯さ
つ
き来
（
和
樹
・
雅
子
）

　

南　
　
　

大
西　

陽は
る
と大
（
学
・
千
恵
）

休　

石　
　

妹
尾　

晴は
る
き輝
（
和
臣
・
知
恵
子
）

下　

谷　
　

森　
　

雄ゆ
う
し志
（
武
志
・
香
織
）

　

南　
　
　

武
村　

雅み
は
る悠
（
晃
・
亜
弥
）

錦　

織　
　

江
里
口
凜り

お桜
（
勝
由
・
か
お
る
）

るっく あっと

みさきTV

お子さんの成長、家族旅行、地元のお祭りなど…大切な思い出を大募集！！
撮影したデータをいただければ、みさきテレビで編集します☆
投稿される際には、撮影した日時・場所・撮影者・内容を教えてください。
お待ちしていま～す♡

みさきテレビ☎0868・66・3082　  misaki-tv@cyerry.net

みなさんが撮影した映像、写真をみさきテレビで放送してみませんか？

難
な ん ば

波　知
ともふみ

史くん
（藤田上）4月5日生
笑顔がとっても素敵
なともくん♡元気に
過ごせますように

山
やまかわ

川　大
たいせい

晴くん
（原田）4月6日生
大きく晴れ渡るよう
な人生を送れますよ
うに (^^)♡

中
な か え

江真
ま お な

緒菜ちゃん
（原田）4月7日生
元気な笑顔をこれか
らもいっぱい見せて
ね♡

直
じきもと

本　姫
ひ お

宙ちゃん
（原田）4月15日生
可愛く元気に育って
ね！

藤
ふじわら

原　和
わ く

空くん
（越尾）4月17日生
笑顔のステキな和空
ちゃん☆元気いっぱい
大きくなぁ～れ♡♡

石
い し ど

戸　芹
せ ら

空ちゃん
（打穴里）4月21日生
いつも笑顔いっぱいの
芹空 (^^) これからも
元気に大きくなぁれ♡

鳥
とりごえ

越　圭
けい

くん
（飯岡）4月23日生
お姉ちゃんが大好き
なけいくん。仲良し
姉弟でいてね☆

山
やまもと

本ひかりちゃん
（書副）4月24日生
お姉ちゃんと音楽大
好き☆元気にすくす
く大きくなぁれ♡

黒
く ろ せ

瀬　奈
な な

那ちゃん
（打穴下）4月28日生
元気で明るい子に
育ってネ♡(^^)

1歳deちゅ

高
たかしま

島　すずちゃん
（大戸上）4月19日生
いつも皆を笑顔にして
くれてありがとう♪明
るく元気に育ってね♡

浦
うらかみ

上　岳
が く

功くん
（高下）4月21日生
6人きょうだいの末っ
こ・がくちゃん (^^)
元気で育ってね♡
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幸せに暮らすための交通安全

････････････････････････････････････････････････････････

平成28年春の交通安全県民運動が
県下一斉に展開されます。

町民のみなさん、この機会に今一度
交通ルールとマナーを確認しましょう！

4月6日（水）～ 4月15日（金）

あの道　この道　慣れた道　安全確認　もう一度

子どもと高齢者の交通事故防止

スローガン

最重点目標

美咲警察署・美咲町交通安全対策協議会
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　平成28年3月11日（金）午後7時15分
から柵原総合文化センターを会場に
【3.11追悼セレモニー】を開催させてい
ただきました。
　当日は、地域の方や県内外各所から
多くの方が参加くださり、神宮寺住職
による読経のあと、同駐車場にて「スカ
イランタン」を夜空に揚げ、東日本大震
災で犠牲になられた方への冥福を祈
り、いまでも避難生活を送られている
方々へ、美咲町の空からメッセージを
送らせていただきました。この事業は
『つなげようSkyランタンの輪』プロジ
ェクトとして総合型スポーツクラブ関
係機関で発足され多くの賛同者と共に
実施しました。(北は北海道から南は沖
縄まで25都道府県48団体)

●問い合わせ／夢咲クラブ事務局 〒709-3717 美咲町原田1724-3　美咲町役場第2分庁舎内
TEL.0868-66-0911・FAX.0868-48-0019
メール／yume_saki@po.harenet.ne.jp
ホームページ／http://www.yumesaki.club/随時会員募集中

美咲町にある総合型地域スポーツクラブの活動を紹介していきます。

　夢咲クラブは、28年度、料金システム
を見直しいたしました。
　大人会員3,000円、子ども会員2,000円、
家族会員5,000円です。
　28年度から、教室チケットは別購入で
お求め下さい。
　また27年度に購入して下さったチケッ
トは、28年度もお使いいただけます。
　是非、皆さんそろって、一緒にスポー
ツを楽しみましょう♪

料金システム
　　改定のお知らせ

◀
テ
ニ
ス
大
会

▶
卓
球
大
会

総合型地域スポーツクラブ

みさきのイベント
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久米郡商工会は、創業される方を応援します。お気軽にご相談ください。

　経営計画作成の意義、経営計画立案の考え方・進め方および、
小規模事業者持続化補助金の申請書類「経営計画書」への記載
事項となる
＊顧客ニーズと市場の動向
＊自社や自社の提供する商品・サービスの強み
＊経営方針・目標と今後のプラン
についての分析方法など、受講を通じて、自社の事業構造等を見直し、具体的なアクションプラン（経
営計画）が作成できるセミナーを開催致します。また、セミナー受講後には個別相談会も予定してお
ります。この機会に経営計画書を作成し、補助金・助成金の獲得を一緒に目指しましょう！

経営計画作成セミナーのご案内

　久米郡商工会では、毎年５月に優良従業員表彰をします。
　優良従業員とは、商工会会員事業所に勤務し、成績優秀にして他の
模範となる方が対象となります。10年以上勤務の方は久米郡商工会会
長表彰、20年以上勤務の方は岡山県商工会連合会会長表彰となります。
該当される方がおられましたら、久米郡商工会までご連絡ください。

対 象 者：小規模事業者
　　　　　商業・サービス業（宿泊・娯楽業は除く）は常時雇用する従業員数は５名以下
　　　　　製造業・その他（サービス業のうちの宿泊・娯楽業を含む）は20名以下の事業所
受講定員：25名　　　受講料：無料
開催日時：平成28年4月14（木）　午後7時～9時
開催場所：久米郡商工会本部会館（久米郡美咲町原田1757-8　亀甲駅前）
講　　師：中小企業診断士　松本 直也 氏

経営計画作成セミナー

対 象 者：経営計画作成セミナー受講者
開催日時：4月23日（土）、4月24日（日）、4月26日（火）
　　　　　3日間とも９時～17時
開催場所：久米郡商工会本部
講　　師：中小企業診断士　松本　直也 氏

個別相談会

補助金・助成金をお考えの皆さんへ

優良
従業員
表彰

優良
従業員
表彰

①久米郡商工会会員事業所の代表者が久米郡商工会へ推薦します。
②１社２名まで（法人事業所で従業員50名以上の場合は３名まで）
③事業所負担金　１名分　３,０００円
④推薦締切日　４月20日（水）

推
薦
方
法

久米郡商工
会

☎0868

66・003
3
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健
康
と
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単
に
疾
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や
病
弱
が
な
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こ
と
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、
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的
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・
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状
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す
。

　

60
歳
を
越
え
れ
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、
体
の
機
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え

る
方
向
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進
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の
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方
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な
い
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し
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晴
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過
ご
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す
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戸
時
代
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書
か
れ
た
健
康
管
理
の
処
世

訓
「
養
生
訓
」
で
は
、
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で
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「
心
は
体
の

主
人
で
あ
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」
と
し
て
い
ま
す
。
養
生
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た
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、
ま
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、
心
気
を
養
う
（
心
を
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や
か
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、
怒
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欲
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抑
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、
心
を
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し
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、

気
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わ
ず
…
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が
よ
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説
か
れ
て
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ま
す
。

　
「
心
身
は
一
体
で
あ
り
、
心
を
安
ら
か
に

し
、
体
を
動
か
す
の
が
良
い
。
ま
た
、
適
度

に
人
と
交
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
。」

　

つ
ま
り
、
朝
に
は
明
る
い
日
差
し
を
た
っ

ぷ
り
浴
び
、
日
中
の
活
動
量
を
少
し
で
も
増

や
し
、
夜
は
暗
い
と
こ
ろ
で
眠
り
、
食
事
に

気
を
つ
け
、
体
を
健
や
か
に
保
つ
。
好
奇
心

旺
盛
で
、
目
標
を
持
ち
、
一
人
遊
び
で
自
由

な
時
間
を
楽
し
み
、
新
し
い
こ
と
を
否
定
す

る
こ
と
な
く
、
古
い
こ
と
を
捨
て
る
こ
と
な

く
、
心
柔
ら
か
に
過
ご
す
。
適
度
に
人
と
交

わ
り
、
な
る
べ
く
笑
っ
て
上
機
嫌
に
生
き
る
。

養
生

問
情
報
交
通
課

　65歳以上の高齢者人口比率が14％を超えると高齢社会といいます。日本は1994年に高齢社会を迎え、
2005年以降、世界一の高齢社会となっています。2014年には、総人口の1/4以上が高齢者となり（25.78％）
２位のイタリア（21.45％）を大きく上回った断トツ１位の超高齢社会になっています。将来の見通しを見ると、
2055年には高齢化率が40％を越え、５人に２人が高齢者になると予想されています。
　日本の高齢社会は世界に例を見ない速度で進んだため、実態に制度が伴っていないのが現状です。
　65歳からの余命が20年となった日本では「支えられる高齢者」ではなく「自立」し「誰か（何か）を支える」高齢
者への変化がもとめられています。
　美咲町では今年３月末時点での高齢化率は39％となっており、すでに５人に２人が高齢者の状態です。

　

健
康
の
秘
訣
は
、
昔
か
ら
大
き
く
変
わ
っ

て
は
い
な
い
の
で
す
。

　

乳
児
の
死
亡
率
の
減
少
と
食
生
活
の
改
善

に
よ
り
日
本
人
の
寿
命
は
劇
的
に
延
び
、
世

界
一
の
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

健
康
寿
命
と
の
差
は
９
〜
12
歳
あ
り
ま
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
と
い
う
こ
と
は
、
た

だ
長
生
き
を
す
る
の
で
は
な
く
、
人
生
を
味

わ
い
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
す
る
自
立
し
た

時
間
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

元
禄
文
化
は
関
が
原
の
戦
い
後
、
１
０
０

年
を
待
た
ず
に
花
開
き
ま
し
た
。
戦
後
70
年

が
過
ぎ
、
新
し
い
日
本
の
文
化
が
花
開
く

と
き
で
す
。
優
れ
た
文
化
が
育
ま
れ
る
渦
中

に
存
在
で
き
た
幸
運
を
享
受
す
る
た
め
に
も
、

心
と
体
を
よ
く
よ
く
養
生
し
、
健
康
寿
命
を

伸
ば
し
、
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

老
後
の
時
間
は
、
若
い
と
き
の
10
倍
の
速

さ
で
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
一
日
で
も
空
し
く

過
ご
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
大
切
に
暮
ら

し
ま
し
ょ
う
。

世界で最も高齢化が進んだ国＝日本

参考URL　アクセス日　2016．1.15
株式会社ピーエスコラム その21.22　http://www.ps-corp.co.jp/column/health/n021.html　http://www.ps-corp.co.jp/column/health/n022.html
貝原益軒の「養生訓」にみる健康術─セルフケアをめぐって─　澤田節子　http://www.aichi-toho.ac.jp/pdf/201106004001_07.pdf

今月のポイント
老
人
は
一
日
を
も
っ
て
十
日
と
し
て
、

日
々
楽
し
む
べ
し
。
常
に
日
を
愛
惜

し
て
一
日
も
あ
だ
に
暮
ら
す
べ
か
ら

ず　
　
　
　
　
　
（
益
軒　

養
生
訓
）

明治時代、日本人の平均寿命は40代前半でした。男女ともに50歳を越えたのは1947年ごろ、75歳を
越えたのは1986年です。寿命は短期間で飛躍的に延びました。

明治32～36年、平成12年は、厚生労働省「完全生命表」
昭和25年は、厚生労働省「簡易生命表」

■平均寿命の推移

男性43.97歳
女性44.85歳

男性58.00歳
女性61.50歳

男性77.72歳

女性84.60歳
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川北義則（著）（2011） みっともない老い方 60歳からの「生き直し」のすすめ　株式会社PHP研究所　　　　岩本幸英（監修） １からわかるロコモ基礎知識編（冊子）　大正富士医薬品株式会社

春
ら
し
い
押
し
寿
司
は
い
か
が
で
す
か
。

体
の
内
側
か
ら
健
康
に　

栄
養
士
さ
ん
の
健
康
レ
シ
ピ

【作り方】
①米を洗って、分量の水とだし昆布をいれご飯を炊く。
②★の調味料で、合わせ酢を作る。 
③ご飯が炊けたら、②の合わせ酢を混ぜ、すし飯を作る。
④花形に切ったにんじんと、 グリンピースをゆでる。
⑤ツナ缶の汁を捨て、☆の調味料で煮詰める。 
⑥卵と●を混ぜ、炒り卵を作る。 
⑦器に卵、すし飯1/2、ツナ、残りのすし飯を重ねて、裏返す。
⑧裏返したら、にんじん、グリンピースを飾り、人数分に切り分ける。

《20歳になったら子宮頸がん検診を受けましょう》
　子宮がんは近年増加しているがんのひとつです。がんのできる場所によって「子宮頸がん」と「子宮
体がん」があります。20代から30代の女性が患うがんの中で一番多いのが「子宮頸がん」で、若い世代
に増加しています。ヒトパピローマウィルスの感染に関係が深いといわれています。
　子宮頸がんは早期に発見すれば治りやすいがんです。

《40歳になったら乳がん検診を受けましょう》
　乳がんを患う人は毎年増加し続けています。乳がんで亡くなる人は全国では13,000人を越え、女性の
12人に１人といわれています。年代別に見ると、40代から50代前半の女性のがんによる死亡の１位を占
めています。
　乳がんの増加の背景には、ライフスタイルの欧米化や食生活の変化と女性ホルモンが大きく関与して
いると考えられています。
　乳がんは自分で発見することのできる唯一のがんです。普段から自分で見たり触ったりして早めに変
化に気づくことが大切です。実際に診断された方のほとんどがしこり

4 4 4

を感じて受診をしています。自己
検診は早期発見の早道です。月に一度は必ず自己検診をしましょう。
　毎月の自己検診に加えて、年に一度は乳がん検診（視触診とマンモグラフィ検診）を受けましょう。
自己検診では見つけられないがんやしこり

4 4 4

としてあらわれないがんを発見できます。
　乳がんも早期に発見すれば比較的治りやすいがんです。

女性のがんが増えています

春の押し寿司（4人分）
【すし飯】
米･･･････････２合
水･･･････････440cc
だし昆布 ･････10cm
合わせ酢
　★酢･･･････大さじ４
　★砂糖･････大さじ２
　★塩･･･････小さじ4/5

【具材】
にんじん ･･････1/2本
グリンピース ･･･30g
ツナ缶 ･･･････小2缶
　☆砂糖･････大さじ２
　☆しょうゆ ･･･大さじ２
　☆みりん ････大さじ1
卵･･･････････2個
　●砂糖･････小さじ2
　●塩･･･････少々
　サラダ油 ･･･少々

平成28年度のがん検診については、愛育委員から配布されているお知らせをご覧ください。また、７ページには女性の
がん検診のお知らせを掲載しています。
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第
19
回
「
さ
く
ら
の
う
た
」

　

さ
く
ら
を
テ
ー
マ
に
短
歌
、俳
句
、川
柳
を
募
集
し
た
第
19
回「
さ
く
ら
の
う
た
」。

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、
高
校
生
以
上
の
一
般
の
部
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
県
内
外
か
ら
過
去
最
多
の
２
，３
３
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
専
門
家
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
さ
く
ら
大
賞
・
さ
く
ら
準
大

賞
・
さ
く
ら
賞
・
入
選
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、「
さ
く
ら
大
賞
」
と
「
さ
く
ら
準
大
賞
」、
ま
た
「
さ
く
ら
賞
」

の
中
か
ら
町
内
在
住
者
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

さ
く
ら
を
テ
ー
マ
に
短
歌
、俳
句
、川
柳
を
募
集
し
た
第
19
回「
さ
く
ら
の
う
た
」。

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、
高
校
生
以
上
の
一
般
の
部
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
県
内
外
か
ら
過
去
最
多
の
２
，３
３
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
専
門
家
に
よ
る
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
、
さ
く
ら
大
賞
・
さ
く
ら
準
大

賞
・
さ
く
ら
賞
・
入
選
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、「
さ
く
ら
大
賞
」
と
「
さ
く
ら
準
大
賞
」、
ま
た
「
さ
く
ら
賞
」

の
中
か
ら
町
内
在
住
者
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

受
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た

結
石　

悠
太
（
旭
中
学
校
）

夢
に
み
た
制
服
ま
と
う
春
が
き
た

　
　
　
　
　

今
日
か
ら
僕
の
桜
花
道

短 

歌

奥
村　

羽
夏
莉
（
美
咲
中
央
小
学
校
）

か
わ
ぞ
い
に
さ
く
ら
で
で
き
た
な
み
き
み
ち

　
　

か
ぞ
く
で
お
さ
ん
ぽ
は
る
を
か
ん
じ
て

短 

歌

田
村　

理
矩
（
柵
原
中
学
校
）

さ
く
ら
咲
き
お
花
見
を
し
て
騒
い
だ
ら

　
　
　
　

隣
の
人
に
叱
ら
れ
ち
ゃ
っ
た

短 

歌

安
藤　

乃
愛
（
柵
原
中
学
校
）

夜
桜
が
闇
に
ま
ぎ
れ
て
咲
い
て
い
る

　
　

散
っ
た
後
の
木
夜
に
似
て
い
る

短 

歌

薮
木　

莉
野
（
柵
原
中
学
校
）

ゆ
ら
ゆ
ら
と
降
っ
て
い
る
の
は
冬
の
雪

　
　
　

  

も
う
す
ぐ
雪
が
桜
に
変
わ
る

短 

歌

宗
近　

尚
人
（
旭
中
学
校
）

き
れ
い
な
桜
近
づ
く
に
つ
れ
緊
張
感

俳 

句

石
川　

翔
汰
（
柵
原
中
学
校
）

桜
の
木
僕
の
成
長
見
て
く
れ
た

俳 

句

野
上　

理
奈
（
柵
原
西
小
学
校
）

夜
桜
が
月
に
照
ら
さ
れ
白
く
光
る

俳 

句

甲
元　

昌
也
（
中
央
中
学
校
）

桜
の
木
そ
れ
は
奇
跡
の
結
晶
だ

川 

柳

前
田　

智
恵
子
（
岡
山
市
）

桜
さ
く
ら
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
つ
つ

　
　
　
　
　

私
は
た
だ
今
ロ
シ
ア
の
乙
女

短 

歌

岡
田　

邦
男
（
津
山
市
）

沈
み
た
る
村
の
上
ゆ
く
花
筏

俳 

句

新
谷　

加
代
子
（
総
社
市
）

散
る
美
学
知
っ
て
さ
く
ら
の
潔
さ

川 

柳

白
尾　

羽
麗
（
海
外
）

咲
か
な
い
な
お
花
見
な
の
に
桜
の
花

　
　
　

道
路
の
わ
き
に
ま
だ
雪
も
残
る

短 

歌

田
中　

良
伸
（
津
山
市
）

太
い
木
だ
り
っ
ぱ
な
さ
く
ら
さ
さ
え
て
る

俳 

句

森
岡　

美
遥
（
美
咲
中
央
小
学
校
）

桜
は
ね
春
を
い
ろ
ど
る
宝
石
だ

川 

柳

黒
瀨　

紘
子
（
美
咲
町
）

大
太
鼓
一
打
ち
ご
と
に
散
る
桜

俳 
句

森
岡　

節
子
（
美
咲
町
）

車
椅
子
押
さ
れ
一
刻
花
の
宴

俳 

句

児
玉　

之
子
（
鏡
野
町
）

わ
れ
一
人
を
乗
せ
て
町
営
バ
ス
は
行
く

　
　
　

 

さ
く
ら
吹
雪
の
坂
を
下
り
て

短 

歌

瀬
島　

百
合
子
（
鏡
野
町
）

さ
く
ら
さ
く
ら
ポ
ン
ポ
ン
船
に

　
　
　
　
　
　
　
　

祖
母
と
乗
り

俳 

句

髙
田　

信
枝
（
美
咲
町
）

吹
く
風
に
平
和
つ
づ
け
と

　
　
　
　
　
　
　

舞
う
さ
く
ら

川 

柳

渡
邉　

健
（
第
二
亀
戸
中
学
校
）

人
生
の
節
目
に
桜
は

　
　
　
　
　
　

そ
ば
に
い
る

俳 

句

小
田　

朱
莉
（
加
茂
中
学
校
）

さ
く
ら
さ
き
新
た
な
出
会
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　

  

胸
お
ど
る

川 

柳

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

さ
く
ら
準
大
賞

さ
く
ら
賞

●
一
般
の
部

●
一
般
の
部

●
一
般
の
部

●
一
般
の
部

●
一
般
の
部

●
一
般
の
部

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

さ
く
ら
大
賞

●
一
般
の
部

●
一
般
の
部

●
一
般
の
部

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

●
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　

山　

龍
一
（
中
央
中
学
校
）

花
な
ん
か
ど
う
で
も
い
い
と
思
っ
て
た

　
　

  

そ
ん
な
お
れ
に
も
桜
ち
る
な
り

短 

歌
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